
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 

四日市市社会福祉協議会 

  



1 

目次 

総括.................................................................................... 3 
特徴的な取り組み ........................................................................ 4 
１ 社会福祉事業 ........................................................................ 8 
１－１ 法人運営拠点区分 ................................................................ 8 
１－１－１ 法人運営事業 ................................................................ 8 
１－１－２ 共同募金配分金事業 ......................................................... 15 
１－１－３ 資金貸付事業 ............................................................... 16 
１－２ 地域福祉拠点区分 ............................................................... 17 
１－２－４ 四日市日常生活自立支援センター運営事業 ..................................... 17 
１－２－５ 母子・父子福祉センター運営事業 ............................................. 19 
１－３ 障害福祉拠点区分 ............................................................... 21 
１－３－６ 障害者福祉センター運営事業 ................................................. 21 
１－３－７ 障害者相談支援センターかがやき運営事業 ..................................... 25 
１－３－８ 特定相談事業 ............................................................... 29 
１－３－９ 共栄作業所管理運営事業（就労継続支援Ｂ型事業） ............................. 30 
１－３－１０ たんぽぽ管理運営事業（生活介護事業） ..................................... 33 
１－３－１１ あさけワークス管理運営事業（就労継続支援Ｂ型事業） ....................... 36 
１－４ 高齢福祉拠点区分 ............................................................... 39 
１－４－１２ ホームヘルプサービス事業 ................................................. 39 
１－４－１３ 通所デイサービス事業 ..................................................... 41 
１－４－１４ くす在宅介護支援センター運営事業 ......................................... 43 
２ 公益事業 ........................................................................... 46 
２－１ 法人運営拠点区分 ............................................................... 46 
２－１－１５ 市民啓発事業 ............................................................. 46 
２－１－１６ 社会福祉団体補助金交付事業 ............................................... 49 
２－１－１７ 生活福祉資金運営事業 ..................................................... 49 
２－１－１８ 生活困窮者自立支援事業 ................................................... 51 
２－２ 地域福祉拠点区分 ............................................................... 53 
２－２－１９ ふれあいのまちづくり事業 ................................................. 53 
２－２－２０ 福祉ボランティアのまちづくり事業 ......................................... 61 
２－２－２１ 成年後見サポート事業 ..................................................... 68 
２－２－２２ おもちゃ図書館運営事業 ................................................... 70 
２－２－２３ 生活支援コーディネーター事業 ............................................. 71 
２－２－２４ ふれあいいきいきサロン推進事業 ........................................... 73 
２－２－２５ 介護予防等拠点施設管理運営事業 ........................................... 75 
２－２－２６ 食品ロスマッチング事業 ................................................... 75 
２－３ 障害福祉拠点区分 ............................................................... 77 
２－３－２７ 視覚障害者福祉センター運営事業 ........................................... 77 



2 

２－３－２８ 障害者就業・生活支援センタープラウ運営事業 ............................... 78 
２－３－２９ ワークセンター運営事業 ................................................... 81 
２－４ 高齢福祉拠点区分 ............................................................... 82 
２－４－３０ 中地域包括支援センター 包括支援事業 ..................................... 82 
２－４－３１ 中地域包括支援センター 介護予防推進事業 ................................. 84 
２－４－３２ 中地域包括支援センター 認知症地域支援事業 ............................... 85 
２－４－３３ 中地域包括支援センター 認知症初期集中事業 ............................... 88 
２－４－３４ 介護予防支援事業 ......................................................... 89 
２－４－３５ 居宅介護支援事業（ゆりかもめ） ........................................... 90 
２－４－３６ 介護保険認定調査事業 ..................................................... 91 
３ 収益事業 ........................................................................... 92 
３－１ 収益事業拠点区分 ............................................................... 92 
３－１－３７ 喫茶ふれあい運営事業 ..................................................... 92 
３－１－３８ 総合会館売店運営事業 ..................................................... 93 
令和７年９月大雨災害 災害ボランティアセンターの設置運営 ............................... 94 

 

 

  



3 

総括 

 

地域福祉を取り巻く環境は、いわゆる「２０２５年問題」を迎え、団塊の世代が後期高齢者に移

行したことで高齢化が一段と加速いたしました。あわせて、核家族世帯、単身者世帯の増加など世

帯構造の変化に伴い、地域社会における「つながり」の希薄化が進行しております。これに伴い、

生活困窮、孤立、介護と育児の「ダブルケア」など、既存の制度や縦割り支援では解決が困難な、

複雑かつ複合的な課題が顕在化しています。 

 

こうした新たな地域課題解決に機敏に対応するため、本会では、令和７年度を初年度とする「第

７次地域福祉活動計画」を始動させました。基本理念に掲げる「安心して暮らしつづけることがで

きる『福祉のまちづくり』」の実現に向け、行政や保健・医療・福祉などの関係機関と緊密に連携

した「包括的支援体制」の構築に注力しました。特に、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）を

軸としたアウトリーチを強化し、潜在的な個別ニーズの掘り起こしと、住民参加による地域づくり

の推進に努めてまいりました。 

 

本年度の特筆すべき事項として、令和７年９月の記録的な大雨による災害対応が挙げられます。

市内で発生した深刻な浸水被害を受け、本会では四日市市において初となる災害ボランティアセン

ターを設置・運営いたしました。近年の自然災害の頻発化、激甚化は看過できない状況にあり、発

災時の迅速な対応はもちろんのこと、平時からの受援体制の整備や、地域住民の防災意識向上に向

けた備えの重要性をあらためて再認識する機会となりました。 

 

このような激動する社会情勢の下、将来にわたって安定した福祉サービスを提供し続けるため、

本会では既存事業の抜本的な見直しに着手いたしました。専門職・福祉職をはじめとする質の高い

「人財」の確保・育成に注力するとともに、経営基盤の強化を図り、持続可能な組織体制の構築に

まい進いたしました。 
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特徴的な取り組み 

 

総務課 

 

 「第７次四日市市地域福祉活動計画」を推進するとともに、組織体制づくり、ＩＣＴを活用した業

務の改善等に取り組み、四社協事業の安定的な運営に努めました。 

 

  １ 第７次四日市市地域福祉活動計画の推進 Ｐ１０ 

  令和７年度からを計画期間とする「第７次四日市市地域福祉活動計画」の理念に従い、事

業を進めました。 

 

  ２ 人材確保と育成 Ｐ１０～１２ 

  専門職の人材確保が難しくなっている状況の対策として、ジョブリターン制度を新設し、

人材確保に努めました。また、働きやすい職場にするため育児休業等の取得条件を拡大しま

した。 

 

  ３ システム化の推進 Ｐ１２ 

 労務管理に伴う事務作業や時間外勤務の削減を目指し、勤怠管理システムの本格導入を進

めました。令和７年度は各職員の打刻、申請から直接給与システムに取り込むまでをシステ

ム化しました。また給与明細も電子データ化しペーパーレスにも努めました。 

 

  ４ 生活困窮者支援 Ｐ５１～５２ 

  諸々の事情により経済的に困窮されている人に対し、関係機関との連携のもと、一人ひと

りの状況に応じた支援を実施しました。 

令和７年度から住まいの相談支援員を配置し、多くの相談に対応しました。 
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地域福祉課 

 

 「第７次四日市市地域福祉活動計画」の基本理念である「安心して暮らしつづけることができる『福

祉のまちづくり』」に基づき、以下の重点取り組み項目等により、地域づくりに取り組みました。 

 

  １ ふれあいのまちづくり事業の推進 Ｐ５３～６０、７１～７２ 

  コミュニティソーシャルワーカー等を配置し、個別の処遇困難事例等から福祉課題の調

査・研究を行い、多様化、複雑化した地域課題に対応できる仕組みの構築を進めました。地

区社会福祉協議会等と協働で地域診断を行うとともに担い手不足の解消に向けて地域ケア会

議等での支援を進めました。令和７年度は民生委員児童委員の一斉改選があったため、実態

調査を行い、各地区の実情の把握に努めました。 

 また、防災・災害支援事業のなかで、大規模災害時に備え災害ボランティアセンターの出

前講座や災害ボランティアセンター地域アドバイザーの養成に取り組みました。 

 

  ２ 福祉ボランティアのまちづくり事業の推進 Ｐ６１～６７ 

  ボランティア活動の情報発信や活動機会の提供等の啓発を図るとともに、企業や学校等と

の連携を強化し福祉活動や地域活動へ参画を促していけるように進めました。ボランティア

活動登録団体と協働で「はじめてのボランティア説明会」「サマーチャレンジ」「ボランテ

ィアキャンペーン」等ボランティアを身近に感じていただく仕掛けを作りました。 

 そのなかで、数年前より取り組んでいます障害者スポーツボランティア講座については、

参加者も年々増えており、講座以降もユニバーサルスポーツに関わる活動に参画するボラン

ティアの育成につながっています。 

 

  ３ 成年後見サポート事業の促進 Ｐ６８～７０ 

  権利擁護支援の地域連携ネットワークにおける中核機関として成年後見サポートセンター

を設置し、成年後見制度の広報啓発、相談対応、成年後見人等が選任されるまでの支援の実

施とともに、専門職等の受任が難しい人を、法人後見の特性を活かし法人で後見人等を受任

しセーフティネットとしての役割を担いました。また、四日市日常生活自立支援センターと

生活支援コーディネーターと連携して権利擁護の事業から身寄りない人の支援等社会課題に対

応できるように連携した取り組みを実施しました。 

 

  ４ ふれあいいきいきサロン推進事業の促進 Ｐ７３～７４ 

 各地区のふれあいいきいきサロンの活動状況の把握と活動のリーダーの養成を目的にふれ

あいいきいきサロン連絡会を各地区で開催しました。企業や福祉専門職による出前講座をふ

れあいいきいきサロンにおいて実施することでよりたくさんの人に介護予防や認知症予防の

機会を提供しました。リーダーや参加者の高齢化等の課題に対応すべく、ふれあいいきいき

サロン推進員を配置し加算事業やリーダーのサポートをすることでふれあいいきいきサロン

が今後も継続できる活動となるように取り組みました。 
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  ５ 三重県社会福祉協議会、市からの受託事業また指定管理施設の運営  

Ｐ１７～２０、７０～７１、７５～７６ 

  「四日市日常生活自立支援センター」は判断能力が不十分な認知症高齢者・知的障害者・

精神障害者に対し、福祉サービスの利用援助、日常的な金銭管理、書類等の預かり等の支援

を適正に行いました。「母子・父子福祉センター」「おもちゃ図書館」「介護予防等拠点施

設管理運営事業」「食品ロスマッチング事業」についても適正な運営に努めました。 
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福祉支援課 

 

 「第７次四日市市地域福祉活動計画」の基本理念である「安心して暮らしつづけることができる『福

祉のまちづくり』」の実現を目指し、障害関連事業・施設８カ所（障害者福祉センター、かがやき、共

栄作業所、たんぽぽ、あさけワークス、視覚障害者福祉センター、プラウ、ワークセンター）、高齢・

介護保険関連事業所５カ所（訪問介護事業所、通所介護事業所ゆりかもめ、くす在宅介護支援センタ

ー、中地域包括支援センター、居宅介護支援事業所ゆりかもめ）について、利用者本位のサービス提供

と地域に根ざした運営を行いました。 

 

  １ 指定管理施設の受託 Ｐ２１～２４、３０～３８ 

  障害者福祉センター、共栄作業所、たんぽぽ、あさけワークスの４施設について令和６年

度から指定管理を受け、公の施設として適正な運営を行いました。 

 また、障害３施設（共栄作業所、たんぽぽ、あさけワークス）については、令和１４年度

から１５年度にかけて予定されている施設再整備に向け、必要な設備内容の検討や、利用者

等への説明会を行いました。 

 

  ２ 障害者自立支援・就業支援 Ｐ２５～２９、７８～８１ 

  障害者相談支援センター、障害者就業・生活支援センター等の運営を通じて、障害者が自

立した日常生活、社会生活を送れるよう、常に利用者の立場に立って総合的な生活支援、就

業支援を行いました。 

 また、障害者相談支援センターかがやきでは、基幹型相談支援センターの役割も果たし、

総合的・専門的な相談支援を行いました。 

 

  ３ 地域の身近な相談窓口 Ｐ４３～４５、８２～８８ 

  地域包括支援センター、在宅介護支援センターの運営を通じて、高齢者等が住み慣れた地

域で安心して尊厳あるその人らしい生活を継続できるよう包括的・継続的な相談支援を行い

ました。 

 

  ４ 介護保険等関連事業 Ｐ３９～４２、８９～９０ 

  介護保険法等に基づき、訪問介護事業、通所介護事業、介護予防支援事業、居宅介護支援

事業を通じた福祉サービスを提供し、利用者の生活の質の向上を図りました。 

 なお、通所介護事業所については、令和８年３月末をもって事業を終了しました。 
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１ 社会福祉事業 

 

１－１ 法人運営拠点区分 

 

１－１－１ 法人運営事業    

担当課：総務課 

 

まとめ(事業の総括) 

 

理事会、評議員会等を開催し、定款の改正や予算策定等法人全

体の運営方針を決定しました。 

求人媒体を活用して正規職員を採用するとともに、新規採用

職員研修をはじめ、県社協等が行う研修に積極的に参加し、職員

のスキルアップを図りました。 

システム化推進の一環として、労務管理事務削減に向けて勤

怠管理システムの本格導入を進めました。 

事業開始年月日 昭和４１年７月２１日 

決算額 １９８，５８７，５２７円 

主な財源 市補助金、寄付金、自主財源 

 

１．役員等による会議 

 項目 内容 

１ 理事会 ・業務執行に関する意思決定機関として開催 

日  時 令和 7年 4月 15日（決議があったとみなされた 

日） 

議  案 1．常務理事の選定について 

日  時 令和 7年 6月 5日 午後 2時～3時 10分  

場  所 市総合会館 4階 会議室 

議  案 1．任期満了に伴う理事・監事の一斉改選につい 

       て 

2．任期満了に伴う評議員選任・解任委員の一斉 

改選について 

3．任期満了に伴う評議員の一斉改選について 

     4．第１回評議員選任・解任委員会の招集につい 

       て 

     5．定時評議員会の招集について 

6．令和 6年度事業報告及び収支決算報告につい 

       て 
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7．令和 6年度監査結果報告について 

     8．各種規程の一部改正について 

日  時 令和 7年 6月 20日 午後 2時～2時 15分 

場  所 四日市商工会議所 会議所ホールⅡ 

議  案 1．会長、副会長、常務理事の選定について 

日  時 令和 7年 8月 21日 午後 2時～2時 25分 

場  所 市総合会館 4階 会議室 

議  案 1．四日市市社会福祉大会における福祉功労者の 

表彰について 

2．評議員候補者の推薦について 

3．評議員選任・解任委員会の招集について 

4．各種規程の一部改正について 

日  時 令和 7年 10月 3日（決議があったとみなされた 

日） 

議  案 1．収益を目的とする事業の終了について 

日  時 令和 8年 3月 12日 午後 2時～2時 50分 

議  案 1．定款等の一部変更について 

2．理事の一部変更について 

     3．各種規程の一部改正及び新設について 

     4．令和 7年度収支補正予算について 

     5．令和 8年度事業計画及び収支予算について 

          6．福祉サービス相談窓口第三者委員の選任につ 

いて 

     7．令和 8年度資産運用管理方針について 

     8．評議員会の招集について 

日  時 令和 8年 4月 8日（決議があったとみなされた 

日） ※令和 8年 3月 27日提案 

議  案 1．理事の一部変更について 

2．評議員会の開催について 

3．評議員候補者の推薦について 

     4．評議員選任・解任委員会の招集について 
 

２ 評議員会 ・重要事項の議決機関として開催 

日  時 令和 7年 4月 8日（決議があったとみなされた 

日） 

議  案 1．理事の一部変更について 

日  時 令和 7年 6月 20日 午前 10時～10時 50分 

場  所 四日市商工会議所 会議所ホールⅡ 

議  案 1．任期満了に伴う理事・監事の一斉改選につい 

て 

2．令和 6年度事業報告及び収支決算報告につい 
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て 

3．令和 6年度監査結果報告について 

日  時 令和 7年 10月 22日（決議があったとみなされ 

     た日） 

議  案 1．収益を目的とする事業の終了について 

日  時 令和 8年 3月 23日 午後 2時～2時 30分 

場  所 四日市商工会議所 会議所ホールⅡ 

議  案 1．定款の一部変更について 

     2．理事の一部変更について 

     3．令和 7年度収支補正予算について 

          4．令和 8年度事業計画及び収支予算について 
 

３ 評議員選任・解任委員会 ・理事会から推薦された候補者の選任及び解任を協議 

日  時 令和 7年 6月 5日 午後 3時 25分～3時 45分 

場  所 市総合会館 4階 会議室 

議  案 1．評議員の選任について 

日  時 令和 7年 8月 21日 午後 3時 05分～3時 20分 

場  所 市総合会館 4階 会議室 

議  案 1．評議員の選任について 
 

４ 監査 ・前年度の事業報告、決算の監査 

日  時 令和 7年 5月 21日 午後 2時～3時 

場  所 市総合会館 3階 社会適応訓練室 

監査内容 令和 6年度 事業報告及び収支決算について 
 

 

２．四日市市地域福祉活動計画の推進 

 項目 内容 

１ 第７次四日市市地域福祉活動

計画の推進 

・計画期間：令和７～１１年度 

・地域住民や関係機関、行政等との連携による推進 

 

３．人材育成 

 項目 内容 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市や県社協等が主催する派遣研修に９２回、延べ１３９人を

派遣しました。また、適正事務研修、虐待防止委員会研修、職

員全体研修、新規採用職員研修、各職場研修を実施しました。

座学の研修の一部については、自席で受講できるよう、Ｗｅｂ

会議サービスや録画配信により実施しました。 

実施日 内容 講師 

令和 8年 

2月 4日 

･16日･18日 

･20日･24日 

適正事務研修 

「回議用紙の作成、事務

局専決規程等各種規程に

ついて」 

総務課職員 
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令和 8年 

2月 26日 

虐待防止委員会及び 

身体拘束等の適正化委員

会研修 

「虐待及び身体拘束の具

体的事例からその定義を

学ぶ」 

南新町法律事務所 

弁護士 

伊藤 正朗氏 

令和 8年 

3月 5日 

職員全体研修 

「基本要項（1962･1992 

･2025）を“住民主体”

で読み直す～社協の本質

と現場判断軸～」 

関西学院大学 

人間福祉学部 

社会起業学科 

准教授 

柴田 学氏 
 

２ 各種委員会  令和７年５月、①四社協事業の推進、②各部署の連携強化、

③職員の資質向上、組織を担うリーダー的人材の育成を目的に

正規職員で編成される７つの委員会を立ち上げました。 

各種委員会は月１回程度開催し、各事業等の現状把握や課題

抽出等を行いました。令和８年３月には中間報告会を実施しま

した。 

 委員会名 活動内容 

1 システム推進委員会 勤怠管理・電子決済等のシス

テムを活用した業務効率化と

革新的な事業推進方策の検討 

2 広報委員会 かけはし、ホームページ等を

活用した効果的な情報発信と

地域への啓発活動の企画推進 

3 地域福祉活動計画委員会 地域福祉活動計画の効果的な

推進に向けた進捗管理、評価

分析、今後の事業展開の戦略

的検討 

4 実習指導者委員会 社会福祉士、看護師等の専門

職実習生の受け入れ態勢の整

備と指導者の資質の向上 

5 災害 VC推進委員会 災害ボランティアセンターの

効果的な運営体制の構築と緊

急時対応能力の強化 

6 BCP委員会 組織全体の BCP（事業継続計

画）・自然災害と感染症・各

所属の BCPの更新検討 

7 職員研修委員会 職員の専門性向上と組織力強

化に向けた効果的な研修プロ

グラムの企画運営 
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４．人材確保・定着支援 

 項目 内容 

１ 職員採用 ・安定した法人運営のため、職員採用計画の検討 

・必要な人材確保のため、各種媒体の活用 

２ 定着支援 ・資格更新にかかる費用の補助 

・奨励金制度による資格取得の奨励 

３ 待遇見直し ・法改正に準じた、各種休暇の拡大 

・時差出勤の励行による長時間労働の削減 

 

５．ＢＣＰ（事業継続計画）の推進 

 項目 内容 

１ ＢＣＰ委員会 有事の際に職員の迅速な安否確認ができるように、グループ

ウェアの安否確認機能を私物端末で活用可能であることの周知

を図り、年間１２回訓練を行いました。 

 

６．ＩＣＴの活用等による業務の効率化 

 項目 内容 

１ システム化の推進 ・四社協全体の包括的な情報管理体制構築にむけたシステム化

の検討（勤怠管理システム本稼働、グループウェア活用） 

・急速に進んだデジタル化による、新たな業務形態やサービス

提供に対応できるＩＣＴ環境の整備や、セキュリティ対策に

重点的に取り組みました。 

 

７．各種団体の運営支援 

 項目 内容 

１ 各種団体の運営支援 ・以下の団体の事務局及び活動の支援 

・三重県共同募金会四日市市共同募金委員会 

・四日市市民生委員児童委員協議会連合会 

・四日市市地区社会福祉協議会連絡協議会 

・四日市市遺族会 
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８．財源確保 

 項目 内容 

１ 四社協会費 ・自治会、企業、四社協役員、行政職員等に依頼 

社会福祉協議会会費  

年度 会費の種類 一般会員 団体会員 合計 

令和 7 

会員数

（名） 
798 298  ― 

会費総額

（円） 
966,000 3,380,605 4,346,605 

令和 6 

会員数

（名） 
860 311  ― 

会費総額

（円） 
983,860 3,399,465 4,383,325 

 

２ 寄付 ・社会福祉事業への寄付・物品の寄贈 

現金 

年度 

福祉事業全般への寄

付（善意の基金へ積

立）総額（円） 

指定する事業 

への寄付 

総額（円） 

合計

（円） 

令和 7 1,502,273 1,788,027 3,293,300 

令和 6 1,770,340  596,640 2,366,980 

 

物品寄付 

非常食品「白い小箱」、食料品、衛生用品、電化製品、カレン

ダー、手帳、ｉＰａｄ、液晶テレビ、車いす、一輪車、スコッ

プ等 

 

９．職員・職場の安全衛生事業 

 項目 内容 

１ 衛生委員会 ・産業医を含む衛生委員による職員の健康増進についての協議 

労働安全衛生法第１８条に基づき、衛生委員会を年３回実施し

ました。 

 実施日 内容 

第 1回 
令和 7年 

6月 14日 

・令和 7年度衛生委員会の実施計画に

ついて 

・産業医講話「食中毒・熱中症につい

て」 

第 2回 
令和 7年 

9月 12日 

・産業医中嶋医師による職場巡視の実

施 

① 職場の安全衛生についてチェック

ポイント 

② 総合会館 2階の事務所他を巡視 

・「全国労働衛生週間（10月 1日～7

日）」の実施に合わせ、「ゼロ災活
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動」を実施し、全職員にワッペンを

配布、啓発 

第 3回 
令和 8年 

3月 13日 

・産業医講話「職員の健康について」 

① 令和 7年度職員健康診断結果報告 

② 新型コロナウイルス感染症定点当

たり報告数(全国)推移について 

・ストレスチェック結果報告、産業医

の講評 

・令和 8年度「年間安全衛生管理計

画」について 

・「安全衛生に関する基本方針」及び

「年間安全衛生目標・スローガン」

の決定 
 

 

１０．福祉サービス適正実施 

 項目 内容 

１ 福祉サービス適正実施 ・四社協が実施する福祉サービスについて、苦情解決受付者、

第三者委員を設置 

・円滑、円満な苦情解決の促進 

・四社協各事業所の信頼や適正性の確保 

第三者委員に寄せられた苦情 ０件 

 

１１．虐待防止 

 項目 内容 

１ 虐待防止委員会及び 

身体拘束等の適正化委員会 

・委員会開催 

・虐待防止自己チェックリスト作成 

・虐待防止に関する指針の整備 

・身体拘束等の適正化に関する指針の整備 

・法人及び部署内虐待防止研修の実施 

・他機関開催の虐待防止研修会への参加 
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１－１－２ 共同募金配分金事業 

担当課：総務課 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 共同募金配分金を活用し、地域福祉活動を支援しました。 

事業開始年月日 昭和４１年７月２１日 

決算額 ２８，６８０，３３２円 

主な財源 三重県共同募金会からの配分金 

 

１．配分金を活用した取り組み 

 項目 内容 

 以下の事業に  

２８，６８０，３３２円 

充当しました。 

 

１ 地域福祉活動支援 ・地区社会福祉協議会への助成 

２ 社会福祉団体補助金交付事業 ・市内福祉団体の活動の支援 

３ たすけあい見舞金贈呈事業 ・市内の寝たきり高齢者や施設の入通所者に見舞金を贈呈 

４ 福祉ボランティアのまちづく

り事業 

・四社協が行うボランティアに関わる活動に充当 

５ ふれあいのまちづくり事業 ・四社協が行う地域福祉活動に関わる活動に充当 

６ 防災・災害支援 ・災害支援や災害ボランティアセンターの研修に係る費用等に

充当 

７ 広報事業 ・広報紙「かけはし」の作成にかかる費用の一部に充当 

 

参考：四日市市共同募金委員会の取り組み 

 項目 内容 

１ 募金活動 上記の配分金は、三重県共同募金四日市市共同募金委員会

が、毎年１０月から３月に下記の募金活動を行い、皆様からお

預かりした募金を三重県共同募金会に送金し、配分委員会の決

定を経て翌年度に市へ配分されたものです。 

① 戸別募金 各自治会に依頼 

② 街頭募金 令和７年度は実施しませんでした。 

③ 学校募金 市内小学校・中学校・高等学校に依頼 

④ 職域募金 福祉団体、市役所等にバッジ募金等を依頼 

⑤ 法人募金 市内の企業、商店に依頼 

⑥ 災害義援金 災害が発災した際に依頼 

年度 目標額（円） 実績額（円） 達成率（％） 

令和 7 44,838,600 35,266,526 78.65 

令和 6 44,805,400 35,681,543 79.64 
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２ 役員等による会議 ① 運営委員会 目標額、予算、決算の審議 

② 監査    前年度の事業報告、決算の審議 

 

 

 

１－１－３ 資金貸付事業 

担当課：総務課 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 市担当課と連携して、申請に基づく貸付業務を行いました。

昨年度と比べ利用が伸びました。 

事業開始年月日 昭和４１年７月２１日 

決算額 ７，９６９，１８５円 

主な財源 貸付事業原資 

 

１．資金貸付事業の実施 

 項目 内容 

１ 福祉金庫貸付 ・生活保護受給世帯で突発的に資金が必要となった場合や、生

活保護申請世帯に保護決定までの生活費として貸付しまし

た。 

年度 貸付件数（件） 総額（円） 

令和 7 

生活保護受給世帯 397 

7,550,300 生活保護申請中世帯 164 

合計 561 

令和 6 

生活保護受給世帯 387 

7,552,500 生活保護申請中世帯 187 

合計 574 
 

２ 国民健康保険高額医療費資金

貸付 

・国民健康保険被保険者が高額療養費を申請した場合に、支給

されるまでの間の医療費や生活費として貸付しました。 

年度 貸付件数（件） 総額（円） 

令和 7 8 117,000 

令和 6 12 120,000 

３ 介護保険資金貸付 ・認定調査による介護度の決定前にサービスを受けて全額負担

となった場合等に貸付しました。 

年度 貸付件数（件） 総額（円） 

令和 7 12 242,403 

令和 6 13 423,930 
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１－２ 地域福祉拠点区分 

 

１－２－４ 四日市日常生活自立支援センター運営事業 

担当課：地域福祉課 

事業所名：四日市日常生活自立支援センター 

県受託事業 

まとめ(事業の総括) 判断能力が不十分な認知症高齢者・知的障害者・精神障害者

等に対し、契約に基づき福祉サービスの利用援助等を行い、地

域において自立した生活が送れるよう支援しました。相談件数

の増加に対応できるように生活支援コーディネーターや成年後

見サポートセンターと連携した取り組みを進めました。 

事業開始年月日 平成１１年１２月１日 

決算額 ５１，７２４，５１７円 

主な財源 県受託金、三重県社会福祉協議会補助金、事業収入、市補助金 

 

１．福祉サービス利用援助    

 項目 内容 

１ 福祉サービス利用援助 ・福祉サービスの利用に関する助言及び手続きについての相談

援助を実施しました。年度末契約件数が３８９件相談支援件

数は８，９６１件（令和６年度８，９５７件）でした。 

●契約件数（件） 

年度 新規契約件数 契約解除件数 年度末契約件数 

令和 7 53 56 389 

令和 6     54 59 388 

 

●契約者の内訳（件） 

年度 認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 

令和 7 107 92 180 8 

令和 6 113 87 179 10 

 

●対象別相談支援件数（件） 
 

年度 認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 

令和 7 1,833 3,054 4,025 49 

令和 6 2,462 2,913 3,531 51 

２ 日常的金銭管理 ・契約者に対して生活支援員が定期的に自宅等に訪問し、日常

生活に必要な預貯金の払い戻し、預け入れ、年金等の各種手
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当等を受け取る手続き、税金・社会保険料・医療費・福祉サ

ービス利用料・家賃等の支払い等の援助を実施しました。 

年度 支援回数（回） 

令和 7 9,684 

令和 6 8,709 
 

３ 書類預かりサービス ・金庫室ならびに三十三銀行貸金庫を契約し通帳・年金証書等

の重要書類の預かりを行いました。 

 

２．日常生活自立支援事業適正化事業 

 項目 内容 

１ 入院入所福祉サービス利用援

助 

・日常生活自立支援事業で入院や入所中の緊急連絡先となると

ともに ACP等を作成する等、死後の対応についても対応でき

るように生活支援コーディネーターと成年後見サポートセン

ターと連携して支援を進めました。 

年度 入院入所福祉サービス利用援助件数（件） 

令和 7 198 

令和 6 172 
 

２ 成年後見つなぎ支援事業 ・成年後見サポートセンターと連携し、判断能力が低下し日常

生活自立支援事業の困難ケースに対して、後見人選任までの 

 支援とコーディネートを実施しました。 

年度 成年後見制度の引継ぎ支援件数（件） 

令和 7 8 

令和 6 5 
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１－２－５ 母子・父子福祉センター運営事業 

担当課：地域福祉課 

事業所名：母子・父子福祉センター 

市受託事業（指定管理） 期間：令和６～１０年度 

まとめ(事業の総括) 物価高による経済状況の悪化を背景に、ひとり親家庭からの

相談が増えています。相談に対しては関係機関と連携しながら

丁寧な対応を行いました。技能習得講座「パソコン教室」で

は、１名が就労につながる資格を取得することができ、交流事

業は親子・ひとり親家庭同士の交流や仲間づくりの機会となり

ました。引き続き、ひとり親家庭の相談に対応できるよう制度

等の情報収集に努めていきます。 

事業開始年月日 平成２年８月１日 

決算額 ９，６６５，３０６円 

主な財源 市受託金 

 

１．母子・父子福祉センター運営事業 

 項目 内容 

１ 相談援助 ・ひとり親家庭及び寡婦の生活に関わる相談援助を行いまし

た。 

・自立支援のための情報提供を行いました。 

年度 相談援助（件） 情報提供（件） 

令和 7 5,104 202 

令和 6 5,037 126 
 

２ 技能習得講座 ・自立・就労のための技能を習得できる講座を実施しました。 

内容：パソコン教室（定員：５名） 

年度 参加人数（名） 回数（回） 延べ人数（名） 

令和 7 5 79 161 

令和 6 5 106 211 
 

３ 交流事業 ・ひとり親家庭の親子のふれあい・ひとり親家庭同士の交流の

場の提供のための事業を実施しました。 

内容：親子デイキャンプ（定員：親子５組） 

年度 参加組（組） 参加人数（名） 

令和 7 親子 5 11 

令和 6 親子 5 11 

内容：親子飾り巻き寿司教室（定員：親子６組） 

年度 参加組（組） 参加人数（名） 

令和 7 親子 5 11 

令和 6 親子 6 10 
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４ サークルの支援 ・母子家庭の母・寡婦交流の場である、以下のサークル活動支

援を開催しました。 

・書道サークル 

年度 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

令和 7 24 139 

令和 6 23 122 

 

・和裁サークル 

年度 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

令和 7 34 95 

令和 6 34 100 

 

・編み物サークル 

年度 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

令和 7 24 185 

令和 6 24 144 
 

５ 母子寡婦福祉会活動支援 ・母子寡婦福祉会の事務及び行事の支援を行いました。 
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１－３ 障害福祉拠点区分 

 

１－３－６ 障害者福祉センター運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者福祉センター 

市受託事業（指定管理） 期間：令和６～１０年度 

まとめ(事業の総括) ①障害者が住みなれた地域で自立した生活を送り社会参加を促

進するために、機能訓練、教養の向上、社会との交流等の便

宜を供与すべく、障害者デイサービス事業等を公正・公平に

実施するとともに、障害者福祉関係団体の支援や障害者福祉

の啓発等を行いました。 

②市、地域の相談支援事業所、教育、保健、医療等と連携を図

り利用者の立場に立ったサービスを提供しました。 

事業開始年月日 平成２年８月１日 

決算額 ４３，５６４，９３７円 

主な財源 市受託金 

 

１．障害者デイサービス及び障害者の自立・社会参加支援 

 項目 内容 

１ 機能訓練 ・言語訓練（個別・社会適応訓練） 

【個別訓練】 

週１回から月１回、１回３０分～４５分、失語症者及び構

音障害者、高次脳機能障害者を対象として言語訓練を実施し

ました。 

【社会適応訓練】 

グループ１ 

利用者と講師、言語聴覚士が日常生活に近い環境での実用的

コミュニケーションを意識した活動。 

グループ２ 

利用者と言語聴覚士と職員が入り、会話を中心にした活動。 

事業名 
利用者数

（名） 
回数（回） 

延べ利用者数

（名） 

言語個別訓練 8 
週 1～月

1 
249 

言語社会適応 

訓練グループ 1 
2 21 40 

言語社会適応 

訓練グループ 2 
3 19 48 
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・理学療法 

事故や疾病の後遺症等により、身体機能が低下した在宅の

人を対象に機能訓練を実施しました。 

事業名 
利用者数

（名） 
回数（回） 

延べ利用者数

（名） 

理学療法 20 
週 1  

～月 2 
355 

 

２ 社会適応訓練 

 

・点字教室 

中途視覚障害者を対象に、点字という文字を獲得すること

により自分自身で生活に必要な情報を得られるように点字教

室を開催しました。 

事業名 
利用者数

（名） 
回数（回） 

延べ利用者数

（名） 

点字教室 5 22 91 

 

・失語症者を対象としたインターネット教室（ｉＰａｄ教室） 

【内容】 

体験会：ｉＰａｄとは、ｉＰａｄを触ってみましょう 

第１回：アプリとは ダウンロードしてみましょう 

第２回：ｉＰａｄで旅行体験 

第３回：文字入力してみましょう 

第４回：音声入力してみましょう 

第５回：メモ機能を使って自己紹介文を作りましょう 

第６回：メモ機能を使って新年のあいさつを作りましょう 

 メールを送信しましょう 

第７回：失語症について発表しましょう 動画撮影しましょう 

第８回：復習 

第９回：メモ機能を使って教室を振り返りましょう 

事業名 
利用者数

（名） 
回数（回） 

延べ利用者数

（名） 

iPad教室 3 9 27 
 

３ 創作的活動 社会参加と交流の機会の提供を目的として毎月１回開催しま

した。絵手紙教室を実施し、参加者全員が作品を完成させる達

成感を得ることができました。制作の過程で自然な交流が生ま

れ、仲間同士が互いに感化しあう関係づくりが進みました。ま

た、活動中の関わりを通して障害への相互理解が深まり、互い

を尊重し合う姿勢が育まれました。 

体調により参加できない人も、教室以外の時間に手紙をやり

取りすることでつながりを継続することができ、引きこもらず

に参加意欲の低下を防ぐことができました。 
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事業名 
利用者数

（名） 
回数（回） 

延べ利用者数

（名） 

絵手紙教室 5 9 27 
 

４ 失語症会話パートナーとの交

流会 

・失語症会話パートナーを利用した会話を楽しむ場として言語

聴覚士と職員も参加して実施しました。 

事業名 
回数

（回） 

延べ参加者数 

（失語症者）

（名） 

延べ参加者数 

（会話パートナー）

（名） 

いちごの会 23 80 80 
 

５ 更生相談 ・障害者の抱えている課題の解決に向けて、言語聴覚士等の専

門職員による相談支援を行うとともに、機能面だけでなく生

活全般にかかる相談については障害者相談支援センターかが

やきをはじめとする相談支援機関を紹介しました。 

 

２．障害者福祉関係団体の支援 

 項目 内容 

１ 障害者福祉関係団体の支援 ・貸館、備品貸出による自主的な活動の場の提供とともに、利

用者アンケートやセンター連絡会にて意見を聴取しました。 

登録団体種別 登録団体数 

四日市市身体障害者団体連合会 6 

心身障害者団体連絡協議会 2 

障害児者団体 25 

創作的活動自主サークル 5 

障害福祉関連ボランティア団体 12 
 

 

３．啓発事業 

 項目 内容 

１ 情報発信 ・社協だより「かけはし」の『障害者福祉センターだよりＷＩ

ＴＨ』の常設コーナーで年３回、市民向けに事業の周知等を

行いました。 

２ 障害者福祉講座 障害のある人が暮らしやすい環境となるよう、障害者への理

解を深めてもらうことと、障害当事者のエンパワメントに繋が

ることを目的として啓発講座を実施しました。 

内 容：『防災』ではぐくむ地域の支え合い～自分のこと、

まわりの人のこと、一緒に考えてみませんか？ 

開催日：令和８年３月２１日 

場 所：市総合体育館 相好アリーナ 大会議室 

講 師：Human Being 代表 菅原 清香氏 

参加者：１８名  
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３ 出前講座 地域の団体等から依頼を受け、障害理解・啓発のための出前

講座を１回実施しました。 

内 容：「まちみらいフェスタ」ワークショップとスタンプ

ラリー（手話、点字、失語症の理解促進） 

 開催日：令和７年８月３１日 

 場 所：市民公園、そらんぽ四日市、じばさん三重 

 講 師：中川桃子氏、廣瀬順子氏、藤田逸歩氏、浦口治博氏 

依頼者：四日市青年会議所 

 参加者：５７名  

４ ボランティアの養成 ・デイサービス事業での関わりを通して、障害者理解を深め、

適切な支援ができるよう、ボランティアの受け入れを行いま

した。 
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１－３－７ 障害者相談支援センターかがやき運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者相談支援センターかがやき 

市（菰野町、川越町、朝日町）受託事業 

まとめ(事業の総括) ①利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができる

よう、利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じ

て利用者等の選択に基づき、適切な障害福祉サービス等が多

様な事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう支援を行

いました。 

②１市３町、地域の保健、医療・福祉サービス機関と連携を図

り、総合的なサービスの提供に努めました。 

事業開始年月日 平成１６年４月１日 

決算額 ２１，９１５，１８２円 

主な財源 市町受託金 

 

１．障害者自立生活支援センターかがやき運営事業 

 項目 内容 

１ 市町障害者相談支援事業 日常生活にて障害福祉サービスの利用を希望されている人か 

らの相談を受け、サービス調整等を行いました。新規相談のタ

イミングから指定特定相談支援事業所との連携を取り、同行し

てインテーク面接を行う等、スムーズに指定特定相談支援事業

所へつなぐことと併せて、相談支援事業所のサービス導入時の

サポートもできるように利用者の状況把握にも努めました。 

また、ご自身でサービス等利用計画を作成される場合におい

ては、面談を実施した上で、困りごとに対応できるサービス種

別等の紹介から、計画書の書き方のレクチャーも行いました。 

サービスの導入時においてはサービス提供事業所の紹介や調

整を行い、利用が回り始めるまでの支援を行いました。 

総合相談を行い、障害福祉サービス等の案内や、特定相談支

援事業所へのつなぎを行いました。障害福祉サービスに該当し

ない場合についても他の制度の内容説明と専門機関へのつな

ぎ・紹介を行いました。（介護保険、生活支援室等） 

年度 相談者数（実人数） 相談件数（件） 

令和 7 185 8,151 

令和 6 187 9,896 
 

２ 基幹相談支援センター事業  ・総合的、専門的な相談支援 

特定相談支援を含む障害福祉サービス事業所や他地域の支援

機関からの問い合わせ、相談、支援の伴走等を行いました。 
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・地域の相談支援体制強化の取り組み 

相談支援専門員従事者初任者研修ならびに現任研修の現場実

習における講師やファシリテーター、また相談支援事業所連

絡会研修会でのファシリテーターを務め、相談支援専門員の

養成、スキルアップに協力しました。 

 

・地域移行、地域定着促進の取り組み 

生活支援部会において医療的ケアの必要な人が利用できる社

会資源の充実に向けて、ニーズや状態像等の共有を行いまし

た。居住系サービス事業所連絡会では、意思決定支援の取り

組みの状況や地域移行に関する意向確認の進捗状況を共有し

ました。 

 

・権利擁護、虐待の防止 

基幹相談支援センター連携会議主催（共同開催）で障害福祉

サービス事業所、指定特定相談支援事業所職員等を対象とし

た虐待防止研修会を開催しました。 

日時：令和７年１１月１０日 １０：３０～１２：３０ 

場所：三重県四日市庁舎 大会議室 

内容：「虐待防止を促進する職場環境づくり」 

講師：社会福祉法人豊悠会 油谷佳典氏 

 

・四日市障害保健福祉圏域自立支援協議会の運営（生活支援部

会） 

生活支援部会のとりまとめと障害福祉サービス事業所連絡会

を開催しました。 

【生活支援部会】４回／年 

障害者が望む暮らしの実現を目指し、支援ネットワークの

構築と連携強化、地域課題の集約とその解決に向けた検討

を行いました。 

 (主な内容) 

 ・各連絡会の活動報告。 

 ・災害時に不安に感じていることについて意見交換 

・災害時の対応について「避難・避難所」について研修会 

日時：令和７年１１月２６日 １３：３０～１５：３０ 

内容：「災害から命を守るために～要支援者の避難～」 

  講師：市役所危機管理課 栁川公孝氏 

 ・医療的ケアが必要な児童、生徒の現状と課題について研修

会 

日時：令和８年２月２５日 １３：３０～１５：３０ 
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内容：「医療的ケア児者とご家族のあたりまえの願いが

かなえられますように」 

講師：ＮＰＯ法人なちゅらん四日市 相談員 米本俊哉

氏 

 

【ＧＨ連絡会】６回／年 

利用者の生活の質の向上や職員の資質向上のための検討や

研修会、事業所間の連携強化を行いました。 

ＧＨ世話人交流会（２回）、サビ管交流会（２回）、 

準備委員会（２回） 

（主な内容） 

  ・交流会実施に向けた内容の検討。 

  ・事業所間の情報共有、課題の検討 

・虐待防止研修 

日時：令和７年６月２５日 １３：３０～１５：３０ 

内容：「虐待防止研修会」 

講師：社会福祉法人 四日市福祉会 尾上方伸氏 

・地域連携推進会議について意見交換 

  

【居住系サービス事業所連絡会】４回／年 

利用者の生活の質の向上や短期入所事業の充実に向けた課

題の検討や職員研修、事業所間の連携強化を行いました。 

(主な内容) 

・意思決定支援、地域移行、短期入所事業に関する意見交換

等。 

・サビ管とは別に現場リーダーの交流会を開催 

 

【通所事業所連絡会】３回／年 

利用者への支援の質の向上と地域生活を継続するための検

討や職員研修、事業所間の連携強化を行いました。 

 (主な内容) 

 ・水福連携、農福連携の取り組みについて（紹介） 

・虐待防止、身体拘束適正化、災害時の対応について情報共

有と意見交換 

・利用者支援のスキルアップのための研修会の開催（公開研

修会） 

日時：令和８年２月２０日 １３：３０～１５：３０ 

場所：三重県四日市庁舎大会議室  

内容：「支援者のためのバウンダリー研修会」 

講師：京都光華女子大学 浜内彩乃氏 
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【居宅介護事業所連絡会】２回／年 

サービスに係る課題の検討と支援の質確保のための職員研

修、事業所間の連携強化、職員の定着・確保に関する活動

を行いました。 

(主な内容) 

 ・事業所間の情報交換 

 ・カスタマーハラスメントへの対応について意見交換 

 ・利用者支援のスキルアップのための研修会の開催（公開研

修会） 

日時：令和８年２月２０日 １３：３０～１５：３０ 

場所：三重県四日市庁舎大会議室  

内容：「支援者のためのバウンダリー研修会」 

講師：京都光華女子大学 浜内彩乃氏  ＊再掲 

 

・企画調整部門や他の基幹相談支援センター実施部門との連携 

基幹相談支援センターの実施部門として当センターを含む

市内５つの受託事業所と企画調整部門で基幹相談支援セン

ター連携会議を開催し、各事業所に寄せられる他の相談支

援事業所等からの相談事例を共有し、基幹相談支援センタ

ーとしての対応を協議しました。また、５事業所で分担し

て取り組む業務の内容や方向性の検討を行い、協働で取り

組みました。 
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１－３－８ 特定相談事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者相談支援センターかがやき 

自主事業 

まとめ(事業の総括) ①利用者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよ

う、必要な障害福祉サービス等の利用のための計画相談支援

サービスを行いました。 

ニーズが複合的で専門的な支援を必要とされる場合について

は、部署内でケースの共有を行い、専門機関へつなぎ、多面

的な支援を行えるよう対応しました。 

②身体障害を理由に日常生活の組み立てや社会参加が困難な人

に、福祉サービスの等の利用による生活の立て直しを行いま

した。 

医療機関や地域の支援団体からの相談からつながるケースも

ありました。 

③サービスの提案や事業者の選定については、利用者の意思を

尊重し、また特定の種類や事業者に不当に偏することのない

よう考慮し、公正中立な支援に努めました。 

事業開始年月日 平成２４年８月１日 

決算額 ９，９４５，１３９円 

主な財源 障害者福祉サービス等事業収入、市町補助金 

 

１．特定相談支援事業 

 項目 内容 

１ 計画相談支援 サービス等利用計画についての相談や作成、モニタリング、

担当者会議の開催等のケアマネジメントにより支援を実施しま

した。様々な関係事業所との連携、調整を行いました。その中

で、利用者の生活に付随するその他の課題に対しても相談を受

け、しかるべき機関へつなぎ、必要時には同行も行いました。 

 毎月１回、事業所内での会議を開催し、自立支援協議会等や

法人内からの情報の共有、各自の担当ケースに関しての近況報

告や対応の方向性検討を行いました。 
 

年度 契約者数（名） 支援件数（件） 

令和 7 108 436 

令和 6 113 477 
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１－３－９ 共栄作業所管理運営事業（就労継続支援Ｂ型事業） 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者自立支援施設共栄作業所 

市受託事業（指定管理） 期間：令和６～８年度    

まとめ(事業の総括) 

 

 開所日数２４２日 延べ利用者数３，８２７名 

平均年齢４３．３歳  男性１１名 女性５名 

（Ｒ８.３.３１時点） 

①「障害者総合支援法」に規定する施設で、通常の事業所に雇 

用されることが困難な人に対して自立した日常生活又は社会 

生活を営むことができるよう、就労の機会を提供するととも

に、生産活動等を通じて、その知識及び能力の向上のために

必要な訓練を行いました。 

②利用者の意志と人権を尊重することを旨とし、作業を通して

集団の中で働く喜びを知り、適切な支援のもと豊かな生活経

験の場を広め、思いやりのある人間としての心の育成と自立

の道を目指す支援を行いました。 

事業開始年月日 昭和５２年５月１日 

決算額 ９２，１９８，２６３円 

主な財源 市受託金、就労支援事業収入、障害福祉サービス等事業収入 

 

１．就労・生産活動等の機会の提供及び利用者支援 

 項目 内容 

１ 自主製品作業 ・共栄の織り作業 

（織りの郷プロジェクトとの協働による実施） 

２ 受注作業 ・封筒点字刻印作業 

・廃電線剥離作業 

・リサイクル解体作業 

・物流関連作業 

・農耕関連作業 

３ 生活支援 ・利用者自治会「わたしたちの会」の運営 

・サークル活動（リズムダンス、カラオケ、ドライブ、町へ出

よう） 

４ 社会体験 ・社会・事業所見学（行先：東芝環境ソリューション）      

令和７年７月２５日 

参加人数 利用者１８名 

・共栄の織り展示即売会（行先：東京築地本願寺） 

令和７年１１月１４日  

・共栄夏まつり（音楽を楽しむ会代替行事） 

令和７年８月２９日 
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参加人数 利用者１７名 

・納品活動 

・即売会の開催 

５ 運動・レクリエーション ・散歩 

・余暇活動 

・体操 

・音楽鑑賞 

・クリスマス会（行先：アソビックスあさひ） 

令和７年１２月１９日  

参加人数 利用者１５名 

・ボランティア交流会 

令和８年２月２０日  

参加人数 利用者１５名、ボランティア９名 

６ グループホーム担当者会議 ・定例グループホーム担当者会議への出席 

７ 健康管理 ・健康診断 年２回実施 

・嘱託医による医療相談 月１回、毎週第３金曜日に実施 

・健康管理（服薬調査）ファイルの更新 

８ ケース会議 ・支援サービス会議 

９ 権利擁護 ・成年後見制度利用に向けての啓発 

・権利擁護事案への対応 

 

２．地域に根差した活動・施設運営 

 項目 内容 

１ 関係機関との連携 ・自立支援協議会通所事業所連絡会への参加 

・給食施設ネットワーク研究会への参加 

・四郷地区人権啓発推進協議会への参加 

２ 地域交流行事 ・四郷社会福祉協議会との交流会（ミニ運動会） 

令和７年１１月１日 

参加人数 利用者１４名、地域住民２１名 

・共栄作業所、たんぽぽ合同地域交流行事（ミュージックパレ

ット演奏鑑賞会） 

 令和７年１１月２０日  

参加人数 利用者１５名 

３ 施設サービス運営委員会 ・地域関係者等を対象とした事業運営に関する意見交換会 

令和８年３月１８日実施 

４ 施設啓発 ・施設つうしん「きょうえい」発行 令和８年３月２４日発行  
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３．危機管理 

 項目 内容 

１ 

 

防災対策 ・防災（地震、火災）訓練 年１０回実施 

・ＢＣＰの活用・見直し 

・福祉ゾーン合同防災訓練 令和７年１２月１０日 

・緊急用トランシーバー訓練 月 1回実施 

２ 防犯対策 ・防犯訓練 年２回実施 

・不審者対応マニュアルの活用 

・夜間、休日は警備会社にセンサー感知方式の警備委託 
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１－３－１０ たんぽぽ管理運営事業（生活介護事業） 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者自立支援施設たんぽぽ 

市受託事業（指定管理） 期間：令和６～８年度   

まとめ(事業の総括) 開所日数２４２日 

延べ利用者数 生活介護３，７８０名 日中一時支援 ６２名 

平均年齢４０．５歳 男性１１名 女性９名 

（Ｒ８．３．３１時点） 

①たんぽぽ運営方針に基づき、常時介護を必要とする重度の障

害者に対して、利用者一人ひとりに応じた個別支援計画を作

成し、身体介護や身体機能の維持向上のために必要な支援を

行いました。 

②地域住民との交流や外出等、利用者の社会参加を積極的に行

い、地域で豊かな生活が実現できるよう支援しました。 

事業開始年月日 平成２年４月１日 

決算額 １４１，０６０，９７３円 

主な財源 市受託金、障害福祉サービス等事業収入 

 

１．日中活動の場の提供及び利用者支援 

 項目 内容 

１ 生活活動 ・食事、排泄、更衣整容等日常生活上の支援 

・買い物、外出等の社会体験 

・一日外出  

行先：四日市港ポートビル 

令和７年７月２２日、２９日 

参加人数計 利用者９名 

行先：音の和カフェ 

令和７年１１月１３日、１８日 

参加人数計 利用者７名 

行先：ばんこの里会館 

   令和７年１１月２１日 

参加人数 利用者５名 

２ 作業活動 ・アルミ缶回収 

・缶つぶし 

・プルトップ外し 

・リサイクル作業 

３ 自立訓練 ・機能訓練 

・歩行訓練 

・日常生活動作・起居動作訓練 
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４ 文化活動 ・音楽療法 ３７回実施 延べ参加人数 １７５名 

・乗馬療法 １３回実施 延べ参加人数 ３４名 

・アニマルセラピー １２回実施 延べ参加人数 ６３名 

・創作活動（カード作り、カレンダー作り、習字、工作等） 

・季節行事（節分、ひな祭り、花見、クリスマス会等開催） 

５ コミュニケーション支援 ・タブレット、絵カード、文字版等の活用による意思表出・自

己決定支援 

６ 在宅支援 ・相談支援事業所、サービス事業者、関係機関との連携 

・かかりつけ医との連携 

７ 健康管理 ・嘱託医による医療相談 月１回実施 

・看護師による健康管理、医療的ケア、服薬管理 

・理学療法士等による身体機能訓練、相談等 年２５回実施 

・健康診断 年２回実施 

８ 権利擁護 ・成年後見制度利用に向けての啓発 

・権利擁護事案への対応 

９ 日中一時支援事業 ・四日市市障害者（児）日中一時支援事業実施要綱に基づくサ

ービスの提供 

 

２．地域に根差した活動・施設運営 

 項目 内容 

１ アルミ缶回収 ・アルミ缶回収を通じた地域住民、学校、企業等との交流 

２ 地域交流行事 ・地域清掃 

 令和７年４月１５日、５月２０日  

参加人数 利用者１２名 

・フラダンス交流会   

令和７年７月８日  

参加人数 利用者１６名、地域住民１５名 

・四郷保育園交流会   

令和７年１０月８日   

参加人数 利用者３名、園児１２名 

・たんぽぽマルシェ   

令和７年１０月２８日  

参加人数 利用者１８名、地域住民約１２０名 

・共栄作業所、たんぽぽ合同地域交流行事        

（ミュージックパレット）  

令和７年１１月２０日  

参加人数 利用者１６名、保護者５名 

・四郷高校吹奏楽部演奏会  

令和８年３月２４日  

参加人数 利用者１８名、地域住民１９名 
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３ 施設サービス運営委員会 ・地域関係者等を対象とした事業運営に関する意見交換会 

 令和８年３月２５日実施 

４ 施設啓発 ・たんぽぽ通信発行 ９月、２月発行 

・ホームページの更新 

・アルミ缶協力依頼チラシの発行 

 

３．危機管理 

 項目 内容 

１ 健康管理カード・災害時緊急

対応カード・安全管理マニュ

アル 

・緊急連絡先、持病、服薬状況、障害特性、発作状況等を記載

したカードの更新（随時） 

・安全管理マニュアルの更新 

２ 防災対策 ・防災（地震、火災）訓練  年３回実施 

・福祉ゾーン合同防災訓練  令和７年１２月１０日 

・緊急用トランシーバー訓練 月１回実施 

・ＢＣＰ活用・見直し 

３ 安全対策 ・ヒヤリハット作成及び活用 

４ 防犯対策 ・防犯訓練  年１回実施 

・不審者対応マニュアルの活用 

・夜間、休日は警備会社にセンサー感知方式の警備委託 
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１－３－１１ あさけワークス管理運営事業（就労継続支援Ｂ型事業） 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者自立支援施設あさけワークス 

市受託事業（指定管理） 令和６～８年度       

まとめ(事業の総括) 開所日数２４１日 延べ利用者数１，７７９名 

平均年齢４０．８歳  男性８名 女性２名 

（Ｒ８.３.３１時点） 

①地域住民との交流や外出（企業・施設見学）等、利用者の社

会参加を積極的に行い、地域で豊かな生活が実現できるよう

支援しました。 

②作業については、安定した作業量を確保することができまし

た。また、公共施設の清掃業務を毎月２回程度行い、地域貢

献や利用者の社会参加、やりがいにつなげる事ができまし

た。 

事業開始年月日 平成５年７月１日 

決算額 ７２，２７６，０３７円 

主な財源 市受託金、就労支援事業収入、障害福祉サービス等事業収入 

 

１．就労・生産活動等の機会の提供及び利用者支援 

 項目 内容 

１ 受注作業 ・ビニールカバーの成形作業 

・食品トレーへのシール貼り作業 

・ウエス用衣類裁断作業 

２ 自主作業 ・自主製品の作成作業 

・名刺作成 

・点字刻印作業 

３ リサイクル作業 ・アルミ缶回収・分別作業 

・銅線の紙はがし作業 

４ ニッチ産業等 ・公共施設の清掃、維持管理 

５ 社会体験 ・施設内研修 

ひとり暮らししている障害者の現状について 

令和７年１１月２７日  

参加人数 利用者８名 

食事前にできる口腔体操の方法について 

令和８年３月２３日  

参加人数 利用者９名 

・グループ別行動 

行先：マル伊水産  

令和７年１０月８日  
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参加人数 利用者４名 

行先：А型事業所フォーシーズン  

令和７年１０月９日  

参加人数 利用者３名 

行先：А型事業所グランブルー 

令和７年１０月１４日  

参加人数 利用者２名 

・外出体験  

   花見交流会 

     行先：ポートビル・マグロレストラン 

     令和７年４月２５日  

参加人数 利用者９名   

  忘年会 

行先：くいどん 

令和７年１２月２２日  

参加人数 利用者９名   

・施設見学 

    行先：社会福祉法人八野就労センター  

令和８年２月２７日  

参加人数 利用者９名 

６ 健康管理 ・健康診断 年２回実施 

・嘱託医による医療相談 月１回実施 

７ 権利擁護 ・成年後見制度利用に向けての啓発 

・権利擁護事案への対応 

８ 利用者の職場実習 ・四日市障害者就業・生活支援センターやハローワークと連携 

・現受注企業や関係企業に協力依頼 

 

２．地域に根差した活動・施設運営 

 項目 内容 

１ 地域交流行事 ・夏まつり開催 

令和７年７月２５日  

参加人数 利用者９名、ボランティア８名、地域住民６

８名、関係者１２名 

・八郷ふれあいまつり参加 

令和７年１０月１９日  

参加人数 利用者８名 

・八郷小学校福祉体験 

   令和７年１２月１日～２日  

参加人数 生徒７０名 
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・八郷地区民協交流会 クリスマス会 

令和７年１２月２５日  

参加人数 利用者８名 

・八郷社会福祉協議会福祉の勉強会 

日常の基本的な介護の方法と安全な福祉用具について 

令和８年１月１７日  

参加人数 利用者９名、地域住民１２名 

・地域清掃 毎月１回実施 

・イベント等の即売会参加  年１回出店 

２ 施設啓発 ・「あさけワークスだより」の発行 年３回発行 

・地区広報紙掲載による施設紹介及び障害者施設理解の促進 

３ 関係機関との連携 ・研修会や施設、企業訪問を実施 

４ 施設サービス運営委員会 ・地域関係者等を対象とした事業運営に関する意見交換会 

令和８年３月２３日実施 

 

３．危機管理 

 項目 内容 

１ 防災対策 ・避難訓練（火災・地震交互） 年１０回実施 

・避難訓練（水害） 年１回実施 

・ＢＣＰの活用・見直し 

２ 防犯対策 ・防犯訓練 年１回実施 

・不審者対応マニュアルの活用 

・近隣施設及び交番と情報共有 

・夜間、休日は警備会社にセンサー感知方式の警備委託 
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１－４ 高齢福祉拠点区分 

 

１－４－１２ ホームヘルプサービス事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：訪問介護事業所 

自主事業 

まとめ(事業の総括) ①介護保険法及び障害者総合支援法の趣旨に従い、保健・医 

療・福祉等の各機関との連携を図りながら日常生活に支障の

ある高齢者、障害者等が安心して自立した在宅生活が送れる

よう身体介護や生活援助等のサービスを提供し、利用者の生

活の質の向上を図りました。 

②予防的視点及び認知症ケア・自立支援ケアを担う専門職と 

して、ミーティングやオンライン動画研修サービス等による

研修により、職員のスキルアップを図りました。 

事業開始年月日 平成１２年４月１日 

決算額 ４８，７４３，３０２円 

主な財源 障害福祉サービス等事業収入、介護保険事業収入 

 

１．訪問介護事業(介護保険法対象事業) 

 項目 内容 

１ 訪問介護サービス 

（要介護） 

・利用者宅において食事・排泄・入浴等の身体介護や調理・洗濯・

掃除・その他生活全般にわたる支援を行いました。 

●介護保険・訪問介護サービス介護度別延べ利用者数（名） 

年度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計 

令和7 208 32 36 15 22 313 

令和6 186 31 8 22 12 259 
 

２ 総合事業訪問型サービス 

（要支援、事業対象者） 

・利用者宅において調理・洗濯・掃除等その他生活全般にわたる

支援を行いました。 

●総合事業・訪問型サービス延べ利用者数（名） 

年度 総合事業 

令和 7 567 

令和 6 575 
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２．居宅介護事業(障害者総合支援法対象事業) 

 項目 内容 

１ 居宅介護・重度訪問介護 ・利用者宅において食事・排泄・入浴等の身体介護や調理・洗

濯・掃除・その他生活全般にわたる支援を行いました。 

●居宅介護サービス延べ利用者数（名） 

年度 身体障害 知的障害 精神障害 合計 

令和 7 193 57 140 390 

令和 6 204 56 170 430 

 

●居宅介護サービス内容別延べ利用回数（回） 

年度 家事援助 身体介護 合計 

令和 7 1,224 2,498 3,722 

令和 6 1,209 2,795 4,004 
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１－４－１３ 通所デイサービス事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：通所介護事業所ゆりかもめ 

自主事業 

まとめ(事業の総括)  介護保険法、障害者総合支援法、その他関係法令に基づき、

「利用者の自立支援」「利用者による選択（意思決定）」「人権

の尊重」を基本理念とし、要支援・要介護状態になっても住み慣

れた地域でその人らしい暮らしを続けることができるように、安

全・安心なサービスを提供しました。 

事業開始年月日 平成１７年２月１日 

決算額 ４１，８７１，６９６円 

主な財源 介護保険事業収入、障害福祉サービス等事業収入 

 

１．介護サービス 

 項目 内容 

１ 

 

通所介護（要介護者） 

介護予防通所介護相当サービ

ス（要支援、事業対象者１・

２） 

・事業所において必要な日常生活上の援助、健康状態の確認、機

能訓練・入浴・食事・送迎サービス、相談・援助等の実施 

開所日数 ２９７日、延べ利用者数 １，６３５名 

 延利用者数（名） 

年度 要介護 要支援 計 

令和7 1,158 477 1,635 

令和6 4,120 1,067 5,187 

 

 月別延べ利用者数及び1日平均利用者数（名） 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

要介護 223 179 163 156 112 111 

要支援 80 73 68 58 51 41 

1日平均 12.1 10.5 9.2 8.2 6.5 6.3 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

要介護 83 45 33 22 12 19 

要支援 37 31 12 11 6 9 

1日平均 4.6 3.3 1.7 1.3 0.8 1.1 

【特記事項】 

  令和８年３月末で事業を終了しました。 

２ 基準緩和通所型サービス 

〔サービスＡ〕（要支援・事

業対象者） 

・事業所において交流・生きがいづくりの場の提供、生活機能向

上のための活動、健康状態の確認、送迎サービス、相談・助言

等の実施をしました。 

開所日数 ９２日、延べ利用者数 １，０７６名 
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年度 延利用者数（名） 

令和 7 1,076 

令和 6 1,169 

 

月別延べ利用者数及び 1日平均利用者数（名） 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

延べ数 103 109 130 91 102 96 

1日平均 12.9 13.6 14.4 13.0 12.8 12.0 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

延べ数 90 65 85 71 65 69 

1日平均 11.3 10.8 10.6 10.1 9.3 8.6 

【特記事項】 

  令和８年３月末で事業を終了しました。 

３ 基準該当生活介護 

（障害者総合支援法 

対象事業） 

・事業所において必要な日常生活上の援助、健康状態の確認、日

中活動、入浴・食事・送迎サービス、相談・援助等の実施をし

ました。 

開所日数 ２９７日、延べ利用者数 ４２名 

年度 延利用者数（名） 

令和 7 42 

令和 6 60 

 

月別延べ利用者数（名） 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

延べ数 5 5 6 6 5 3 

月別 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

延べ数 5 3 4 0 0 0 

【特記事項】 

  令和８年３月末で事業を終了しました。 

４ 放課後等デイサービス 

（児童福祉法対象事業） 

依頼はありませんでした。  

 

２．地域に根差した施設運営 

 項目 内容 

１ 出前講座 依頼はありませんでした。 

２ 地域交流 依頼はありませんでした。 

３ 関係機関との連携 ・他事業所との情報交換等を行いました。 
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１－４－１４ くす在宅介護支援センター運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：くす在宅介護支援センター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 高齢者福祉の公的な相談窓口として、高齢者等が住み慣れた

地域で安心して、その人らしい生活ができるよう関係機関と連

携しながら介護等各種の相談に応じました。 

事業開始年月日 平成１７年２月１日 

決算額 １１，７９１，５２２円 

主な財源 市受託金 

 

１．くす在宅介護支援センター運営事業 

 項目 内容 

１ 総合相談 ・地域の身近な相談支援窓口として、介護に関する相談や福祉

サービスを利用するための連絡調整等を実施しました。 

・相談件数（件） 

 本人 家族 その他 合計 

来所 73 111 55 239 

訪問 677 22 13 712 

電話 231 367 446 1,044 

令和 7 合計 981 500 514 1,995 

令和 6 合計 838 525 344 1,702 

・訪問給食実績（件） 

年度 昼食 夕食 合計 

令和 7 1,198 1,277 2,475 

令和 6 1,490 2,249 3,679 
 

２ 地域介護予防普及啓発事業 ・介護予防の知識や重要性、地域での継続的な取り組みによる

効果等を地域の集い等で啓発を行いました。 

・転倒骨折予防教室「こけねぇずクラブ」 

曜日 実施回数（回） 
延べ参加人数合計

（名） 

第 1水曜日 12 160 

第 3水曜日 12 118 

 

・ふれあいいきいきサロン出前講座 

サロン数 実施回数（回） 
延べ参加人数合計

（名） 

12 17 306 
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３ 福祉活動推進事業 ・一般介護予防事業への協力や介護保険福祉制度等を地域の集

い等で周知啓発、講座開催等、認知症普及啓発のための取り

組みを実施しました。 

開催日 場所 行事名 
参加者

（名） 

令和 7年 

9月 1日 
楠交流会館 

くすりんフェスタ 

In楠まちキッチン 
60 

令和 7年 

11月 13日 
楠福祉会館 

ひとり暮らし 

ふれあい昼食会 
82 

令和 7年 

11月 15日 
ゆりかもめ前 RUN伴四日市 2025 15 

令和 8年 

1月 24日 

楠保健福祉 

センター 

ゆりかもめ 

くすりんフェスタ

認知症サポーター

養成講座 

24 

 

４ ほんわカフェ(認知症カフェ) ・認知症カフェの開催を通じて認知症の人や家族・地域住民・

専門職等の誰もが集える場づくりの実施を実施しました。 

実施回数（回） 延べ参加人数合計（名） 

5 140 
 

５ 地区地域ケア会議 ・地域関係者や専門職とともに地域課題の発見・抽出・協議、

ネットワーク構築、地域づくりや資源開発等について検討実

施しました。 

【第１回】 

実施日：令和７年５月２０日 

内 容：介護支援専門員に必要な医療・介護連携に関する知

識について 

参加者：楠地区内居宅介護支援事業所、包括地区担当、市在

宅医療・介護連携支援センター 計１３名 

【第２回】 

実施日：令和８年１月２４日 

内 容：認知症の人にやさしいまちづくりのために 

参加者：地区住民２４名 

【第３回】 

実施日：令和８年３月１８日 

内 容：地域のためにできることについて 

参加者：地区内各団体代表等 計１０名 

６ ハイリスクアプローチ事業 ・健康状態不明やフレイルリスクが高く、閉じこもりの可能性

がある高齢者の状況把握を目的とするアウトリーチを実施し

ました。 
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 アウトリーチ支援（件） 

健康状態不明者状況把握 5 

フレイル対策状況把握 2 
 

７ 地域連携協力体制構築 ・地域の様々な関係機関の行事や会議等に参加し連携を深め、

包括的継続的なケア体制を構築しました。（ブロック会議、

情報交換会等会議等） 

開催日 場所 行事・会議名 

月 1回 楠福祉会館 楠地区民児協定例会 

令和 7年 

4月 24日 
楠地区市民センター 楠地区社協総会 

令和 7年 

7月 1日 

12月 16日 

楠地区市民センター 楠地区サロン連絡会 
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２ 公益事業 

 

２－１ 法人運営拠点区分 

 

２－１－１５ 市民啓発事業 

担当課：総務課 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 社協だより「かけはし」を年３回発行し、うち１回を６ペー

ジ構成に増刷し、内容を充実させました。 

社会福祉大会を実施し、福祉功労者表彰などを行いました。 

事業開始年月日 昭和４１年７月２１日 

決算額 ３，９７０，９１４円 

主な財源 市補助金、社会福祉協議会会費 

 

１．広報紙の発行 

 項目 内容 

１ 社協だより「かけはし」  

発行日 内容 

令和 7年 

7 月 5 日 

【第 165号】 

〔特集・表紙：～災害時の地域のつなぎ役～災害

ボランティアセンター地域アドバイザー〕全 6ペ

ージ 

●障害者福祉センターからのお知らせ WITH 

・障害者福祉センターの公式 LINE開設！ 

●お知らせ 

・サマーチャレンジ 2025 開催！（ボランティ

アセンター） 

・親族後見人のつどい案内（成年後見）サポー

トセンター 

・障害者相談支援センターかがやき名称変更の

お知らせ 

・ひとり親家庭のためのパソコン講座受講者募

集（母子・父子福祉センター） 

・安心安全講習会、三療学術交流会（視覚障害

者福祉センター） 

・わたしたちと一緒に働きませんか？嘱託職員

募集（法人運営係） 
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●令和 7年度予算及び令和 6年度決算の報告 

●令和 6年度会費のお願い 

●寄付のお礼   

●四社協 SNS&WEBの案内 

令和 7年

10月20日 

【第 166号】 

〔表紙・特集：ひとりで決めることがむずかしい

人のその人らしい生き方と安心を支えるため

に 〕 

全 4ページ 

●障害者福祉センターからのお知らせ WITH 

・「まちみらいフェスタ」に参加しました！ 

●お知らせ 

・「フロンティア四日市（四日市市老人クラブ連

合会）」加入者募集（四日市市老人クラブ連合

会事務局） 

・親子飾り巻き寿司教室参加者募集（母子・父

子福祉センター） 

●赤い羽根共同募金について 

●社会福祉大会について 

●令和 7年 9月大雨災害 被災者支援報告 

●寄付のお礼 

●四社協 SNS&WEBの案内 

令和 8年 

2月 20日 

【第 167号】 

〔表紙：じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根

共同募金事業報告 〕全 4ページ 

●障害者福祉センターからのお知らせ WITH 

・障害者デイサービスの利用者募集 

・障害者福祉講座 受講者募集 

●お知らせ 

 ・食品ロスマッチング事業の案内（地域福祉課） 

 ・「親族後見人のつどい」を開催します（成年後

見サポートセンター） 

 ・いきいき書道サークル受講生募集（母子・父

子福祉センター） 

●寄付のお礼 

●四社協 SNS&WEBの案内 
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２．社会福祉大会の開催 

 項目 内容 

１ 四日市市社会福祉大会 

 

●開催日：令和７年１１月１２日 

場所：四日市商工会議所 会議所ホール 

福祉功労者表彰 

参加者 
表彰区分 

被表彰者数 

個人 団体 

四日市市長表彰 2 0 

・被表彰者 

（29名、6団体） 

 

・一般来場者 

 （189名） 

四日市市長感謝 1 0 

四日市市長特別表彰 0 2 

四日市市社会福祉協議

会会長表彰 
13 1 

四日市市社会福祉協議

会会長感謝 
13 0 

三重県共同募金会四日

市市共同募金委員会会

長表彰 

0 3 

合計 29 6 

講演 

「『阪神淡路大震災から 30年』 

～生き残る知恵を探して～」 

講師:堀内 正美氏（俳優） 
 

 

３．ホームページの運営 

 項目 内容 

１ ホームページ更新 ・四社協の組織や事業とともに、職員募集情報や各種講座案内

等の記事の掲載を行い、タイムリーな情報を提供しました。 

・外国籍市民向けに外国語に変換できるシステムを導入しまし

た。 

アクセス数４，２６０件 
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２－１－１６ 社会福祉団体補助金交付事業 

担当課：総務課 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 補助金交付により社会福祉団体の活動を支援しました。 

事業開始年月日 昭和５６年以前 

決算額 ５，３２０，０００円 

主な財源 市補助金、市交付金 

 

１．社会福祉団体補助金交付 

 項目 内容 

１ 社会福祉団体補助金交付 ・補助金交付による各団体の活動支援 

 

 

 

 

２－１－１７ 生活福祉資金運営事業 

担当課：総務課 

三重県社会福祉協議会受託事業 

まとめ(事業の総括) 低所得者、障害者、高齢者を対象者に、以下の相談、申請、

返済の窓口を担当しました。生活困窮者の人に貸付を行うこと

で、その後の生活の自立を促しました。 

事業開始年月日 昭和４１年７月２１日 

決算額 ２０，１０９，６３７円 

主な財源 三重県社会福祉協議会受託金 

 

１．生活福祉資金貸付 

 項目 内容  

 三重県社会福祉協議会が行う下記の費用の貸付に対して、申請受付を行いました 

１ 教育支援費・就学支度費 ・高等学校以上の教育機関へ進学・通学する際の費用 

年度 貸付決定件数（件） 

令和 7 8 

令和 6 17 
 

２ 福祉費（転宅費） ・転居にかかる費用 

年度 貸付決定件数（件） 

令和 7 0 

令和 6 3 
 

３ 福祉費（生保生活必需品購入

費） 

・生活保護受給中の人が、エアコンや冷蔵庫等必要最低限の家

電製品を購入するための費用 
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年度 貸付決定件数（件） 

令和 7 6 

令和 6 2 
 

４ 緊急小口資金 ・一時的に生活が困窮した人に対する生活費 

年度 貸付決定件数（件） 

令和 7 11 

令和 6 19 
 

 

２．新型コロナウイルス特例貸付借受け世帯を含む、生活困窮世帯への相談援助 

 項目 内容 

１ コロナ特例小口資金 ・令和２年３月から令和４年９月まで行われた、新型コロナウ

イルス感染症の影響で減収となった人の貸付の返済に関連す

る、相談や猶予申請手続きを行いました。 

資金種類 
償還免除決定

件数（件） 

償還猶予決定

件数（件） 

特例緊急小口資金 14 1 

特例総合支援資金（延長 

貸付・再貸付含む） 
49 9 

令和 7合計 63 10 

令和 6合計  187 91 
 

２ 特例総合支援資金 

３ 特例総合支援資金再貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ フォローアップ支援 ・アウトリーチ支援事業として、年間５回、コロナ特例貸付の

滞納者への自宅訪問（６２世帯）を実施しました。 

・「四日市市生活相談会」にて、コロナ特例貸付の借受人の生

活背景の把握と課題整理を行い、必要に応じ関係機関につな

ぐ支援を行いました。 

・生活状況調査・報告の実施。 

・県社協主催の研修会や事例検討会に参加し、フォローアップ

支援の取り組みを共有。相談支援のスキルアップに努めまし

た。 
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２－１－１８ 生活困窮者自立支援事業 

担当課：総務課 

事業所名：生活支援室 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 新型コロナウイルス感染症による生活困窮者は今なお生活の

改善がなされていない人も多く、また物価高騰の影響による経

済的困窮者の相談も増加しました。また相談内容も複雑化・多

様化がみられ関係機関と連携・協働し相談者の自立に向けて伴

走支援を行いました。また、新規事業のアウトリーチ支援に関

してはひきこもり状態にある人等の訪問支援や各関係機関から

の新規相談を積極的に受け入れ対応をしました。 

事業開始年月日 平成３１年４月１日 

決算額 ６８，３５９，５６５円 

主な財源 市受託金 

 

１．生活困窮者自立支援 

 項目 内容 

１ 総合相談 ・生活困窮の解決に必要な情報の提供・支援の実施。 

・対個人の支援として、ワンストップ型の相談窓口により、情

報とサービスの拠点として機能 

・一人ひとりの状況に応じ自立に向けた支援計画（プラン）作

成。 

・プランに基づき、各関係機関や各団体との連携、既存の制度

等を活用しながら包括的、継続的に対象者の自立に向けた支

援を実施。 

年度 延べ相談件数（件） うち新規受付件数（件） 

令和 7   6,232 502 

令和 6 5,412 529  

 

・専任通訳配置（スペイン語、ポルトガル語、英語） 

年度 外国人支援件数（件） 

令和 7          757 

令和 6 685 
 

２ 就労支援 ・市保護課・ハローワーク等各関係機関と連携しながら就労に

向けた支援を実施しました。 

・生活保護受給者等就労自立促進事業の利用支援を行いまし

た。 

・住居確保給付金の利用支援を行いました。 

・就労準備支援事業と連携を図りました。 
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年度 就労支援件数（件） 

令和 7 358 

令和 6 362 
 

３ 家計改善支援 ・家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、家計状況

の「見える化」支援を実施しました。 

・家計再生の計画・家計プランを作成し、相談者の家計管理支

援を実施しました。 

年度 家計改善支援件数（件） 

令和 7 599 

令和 6 527 
 

４ アウトリーチ支援 

 

・ひきこもりや丁寧な支援を必要とする人に対するアウトリー

チや伴走支援を実施しました。 

年度 
ひきこもり 

支援件数（件） 

伴走支援 

件数（件） 

外部からの 

相談件数（件） 

令和 7 160 644 123 

令和 6 191 722 266 
 

５ 居住支援 

 

 

 

 

 

・令和７年度から住まいの相談員を配置し、住まいに関する総

合相談を実施しました。 

年度 居住支援件数（件） 

令和 7         415  

令和 6 - 
 

６ 支援調整会議 ・定例（年１２回）実施しました。 

・プランの協議や関係機関によるプランの共有、終結等の評価 

を行いました。 

 

２．その他の制度との連携・支援 

 項目 内容 

１ 緊急小口資金特例貸付後の 

自立にむけた支援 

・特例貸付利用後もなお生活が困窮している世帯に対して対面

での面談や必要に応じて償還免除や償還猶予の申請を行い、

自立に向けた継続した支援を実施しました。 

・生活福祉資金貸付担当と連携し生活が今なお困窮している 

世帯の早期発見に努めました。 

２ 食糧等支援 ・みえ福祉の『わ』創造事業や寄付物品の活用による食糧・消

耗品・就労活動の支援等の支援を行いました。 

年度 
緊急食糧提供 

事業 

緊急時物品等 

支援 

就労活動支援 

事業 

令和 7 395 86 7 

令和 6 405 134 26 
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２－２ 地域福祉拠点区分 

 

２－２－１９ ふれあいのまちづくり事業 

担当課：地域福祉課 

補助事業 

まとめ(事業の総括)  コミュニティソーシャルワーカー（以下「ＣＳＷ」）を配置

し、個別の処遇困難事例等から福祉課題の調査研究を行いま

した。多様化、複雑化した地域課題に対応できる事業と体制

をつくり、地域福祉活動団体と協働で地域福祉の推進を実施

しました。 

事業開始年月日 平成３年７月１日 

決算額 ５６，６６３，３７０円 

主な財源 市補助金、社会福祉協議会会費、事業収入、市受託金 

 

１．地区社会福祉協議会支援 

 項目 内容 

１ 運営費助成 ・四日市市地区社会福祉協議会活動補助要綱に基づき地域福祉

活動の財源の一部として助成を行いました。 

・助成金 

年度 
組織運営費 

助成金（円） 

事業費活動費 

助成金（円） 

共同募金配分金 

助成金（円） 

令和 7 1,224,000 2,750,000 7,619,482 

令和 6 1,224,000 2,725,000 7,701,132 
 

２ メニュー事業 学習啓発事業 ・四日市市地区社会福祉協議会活動補助要綱に定めた特定のメ

ニューを実施する際に、財源の一部として助成を行いまし

た。助成申請が減っている理由として、事業実施の際に助成

申請を行わなかったということがありました。対応として申

請手続きを行う地区社協事務局機能強化の必要があります。 

 

・メニューの種類 

・学習啓発事業 

年度 助成金総額（円） 助成地区数 実施事業数 

令和 7 154,000 8 14 

令和 6 137,161 8 11 

 

 

 

 



54 

・交流事業 

年度 助成金総額（円） 助成地区数 実施事業数 

令和 7 575,517 14 32 

令和 6 515,387 15 32 

  

・地域お助け加算 

年度 助成金総額（円） 地区数 サロン数 

令和 7 1,430,000 30 286 

令和 6 1,345,000 30 269 

 

・福祉協力員事業 

年度 助成金総額（円） 助成地区数 

令和 7 904,000 10 

令和 6 969,000 11 

３ ネットワーク強化 ・地区社会福祉協議会の事業推進のために３つのブロックにわか 

れ、会議で意見交換、情報交換を実施するとともにイベント備品

の貸出や全体事業を実施しました。 

ブロック別会長会議 

第 1 回  令和 7 年 6 月 24 日（北部）  

令和 7 年 6 月 26 日（中部・南部）  

内容：事業計画、事業報告について 

地区社協委託業務事業費補助金について 

第 2 回  令和 8 年 1 月 29 日（北部） 

令和 8 年 1 月 30 日（中部・南部） 

内容：令和 8 年度補助金等の変更について 

地区社協ラジオについて 

全体事業：グラウンドゴルフ大会（四日市ドーム） 

令和８年３月２５日、２５地区２１３名が参加 

・各地区役員会での座談会等の開催を呼びかけ、地区社協の組

織強化を進めました。（4 地区） 

４ 地域コミュニティの推進 ・地区社会福祉協議会、福祉協力員、民生委員児童委員等の地

域福祉活動団体の会議、イベントに出席し、福祉課題を把握

するとともに課題解決に向けて調査研究、事業提案を実施し

ました。（民生委員児童委員定例会出席：２５３回） 
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２．四日市市小地域福祉活動事業（拠点事業） 

 項目 内容 

１ 地域拠点を活用したモデル事

業 

・市内４カ所において、カフェサロン、住民主体サービス、公

営住宅におけるコミュニティソーシャルワークのモデル事業

及び調査研究を実施しました。 

●富田地区拠点 

ふれあいいきいきサロンカフェサロンのモデル事業として地 

域ボランティアとともにカフェサロンの運営を実施しました。 

年度 
カフェサロン 

開催日数（日） 

延べ参加 

人数（名） 

延べスタッフ

人数（名） 

令和 7 47 1,842 336 

令和 6 48  1,758 336 

 

●坂部が丘地区拠点 

毎週木曜日に地域訪問を実施しました。自治会役員や民生委

員児童と福祉課題に対しての情報交換を行いました。 

年度 運営委員会（回） 見守り訪問（回） 

令和 7 2 37 

令和 6 2 44 

 

実施日 内容 
参加人数

（名） 

令和 7年 

11 月 4日 

カフェサロンと 

フードパントリー 
22 

令和 8年 

3 月 1日 

カフェサロンと 

フードパントリー 
18 

 

●下野地区拠点 

住民主体サービスの会員を増やすためのモデル事業として協 

働で事業を実施しました。協働事業や定期的にサロン活動をす

る等、地域活動をすることで住民主体サービスの周知啓発を行

いました。 

実施日 内容等 
参加人数

（名） 

令和 7年 

8 月 21日 

毛糸を使ってペン立てを 

作ろう！ 

対象：幼児小学校低学年 

39 
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●神前地区拠点 

リユース事業の備蓄拠点として活用しました。 

 

３．住民主体サービス推進 

１ 住民主体サービス団体連絡会

議 

・住民主体サービスＢ団体の役員会等へ参加するとともに、研修

会等を実施し事業運営の支援を行いました。 

日付 テーマ・講師 参加人数（名） 

令和 7年 

7月7日・22日 
救命救急講習会 15 

 

２ 総合事業（基準緩和サービ

ス・住民主体サービス従事

者）研修会 

・総合事業を実施する指定機関に配置が必要な従事者向け研修

を開催しました。 

日付 参加人数（名） 

令和 8年 3月 19日 23 
 

 

４．四日市市福祉教育大学 

１ 四社協福祉ゼミナール ・市民を対象に、福祉活動の基礎を学ぶ・福祉活動参加のきっ

かけの場として開催しました。地域福祉活動計画策定年度で

あったため、様々なテーマで受講生以外の活動団体の人にも参

加していただき意見交換する場を設けました。（5 回 延べ人数

178 名） 

２ 地域ゼミナール＋やろうに会

議 

・地域の福祉課題を考える機会としての福祉懇談会を福祉協力

員設置地区の必須事業として、１１地区で開催しました。 

・「やろうに会議」として身寄りのない人の関係者向けの勉強

会を開催しました。（１回） 

３ 専門ゼミナール ・ふれあいいきいきサロン事業、市民後見、災害等のテーマ別

の福祉人材の養成の機会として、講座を開催しました。 

●ふれあいいきいきサロン研修会 

 

●後見ゼミナール 

日付 テーマ・講師 
参加人数

（名） 

令和 8年 

1月 28日 

「身寄りがない人の支援の 

現状と課題」 
13 

日付 テーマ・講師 
参加人数

（名） 

令和 8年 

3月 18日 

「企業出前講座を体験してみよう 

＆意見交換会」 

講師：三重ヤクルト販売株式会社、

株式会社ライフロジサポート 

45 
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講師：日本福祉大学 社会福祉学部 

 准教授 林 祐介氏 

令和 8年 

2月 18日 

「悪質商法の手口と対処法について」 

講師：全国消費生活相談員協会 

 藤原 典子氏 

14 

令和 8年 

3月 12日 

①「認知症フレンドリーなまちづくりに 

ついて」 

②「成年後見サポートセンター・法人 

後見の役割」 

講師：①四日市市 高齢福祉課 

②成年後見サポートセンター 

職員 

16 

 

 

５．社会福祉相談援助実習 

 項目 内容 

１ 担当者会議 ・社会福祉士相談援助実習担当者会議を行い、社会福祉士を目 

指す学生の相談援助実習受け入れ体制の充実を図り、４名の 

実習生を受け入れました。 

 

６．防災・災害支援事業 

 項目 内容 

１ 災害ボランティアセンター

推進事業 

・９月１２日に設置した災害ボランティアセンターの振り返り

と、災害ボランティアセンター設置運営マニュアルの課題と

修正を行いました。 

日付 テーマ・講師 
参加人数

（名） 

令和 8年 

2月 5日 

・6日 

「災害ボランティアセンターの振り返

りとマニュアルの課題について」 

講師：FEELDO 代表 桒原英文氏 

20人 

 

２ 広域災害ボランティアセン

ター強化事業 

・三泗鈴亀広域連携協議会に参画し、圏域社協の連携を図りま

した。 

担当者会議：令和７年８月２７日、令和８年３月１９日 

・災害広域連携強化事業研修 

「災害時に利用可能な、特設 HP制作 研修」 

  令和７年１２月４日 

・亀山市災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

  令和７年９月６日 

・菰野町社協災害ボランティアセンター設置運営訓練出席 

  令和８年２月１５日 
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３ 災害ボランティアセンター

地域アドバイザー養成研修 

・災害時に地域と災害ボランティアセンターの調整に関する相

談役となる地域住民や福祉関係者の養成研修を行い、研修修

了者から地域アドバイザーを募り、地域アドバイザーを中心

に災害ボランティアセンターの出前講座や模擬訓練、災害時

要配慮者の支援等アドバイザーが課題に感じたテーマを中心

に取り組みを実施しました。 

日付 内容 参加人数（名） 

8月 23日 災害 VCについて 27 

9月 27日 災害 VC設置訓練 24 

10月 18日 災害 VC地域アドバイザー

の活動とは 

18 

講座修了生：36 名 

(内、災害ボランティアセンター地域アドバイザー登録者数 １７名) 

 

・災害ボランティアセンター地域アドバイザーを派遣し、協働 

で事業を実施しました。 

日付 内容 参加人数（名） 

5月 17日 四日市大学防災士講座 9 

7月 14日 福祉避難所勉強会 9 

8月 17日 やさにち防災カフェ 8 

12月 21日 外国人避難所受入訓練 8 

 

・災害時要配慮者におけるニーズ調査の実施として、避難行動 

個別支援計画調査研究を進めました。 

日付 内容・実施場所等 参加人数（名） 

10月 22日 
内容：福祉避難所設置訓練 

場所：四日市福祉会 
18 

 

 

７．包括的福祉相談窓口 

 項目 内容 

１ 包括的福祉相談窓口 ・包括的相談窓口を設置し担当者（ＣＳＷ２名）を配置しまし

た。権利擁護が必要な事案を中心に、関係機関での対応が難

しい相談等については新規相談として相談対応を進め、他機

関で対応できる相談については適切な窓口につなげる支援を

実施しました。 

 

 

年度 新規相談件数（件） 

令和 7 448 

令和 6 389 
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２ つなぎ事業 ・包括相談窓口等に寄せられた相談で、支援を要するが福祉サ

ービス等の利用につながらないケースに対して、一定の介入

により福祉サービス利用につなげるケースワークを実施しま

した。 

●つなぎ支援相談対応件数（件） 

 

●支援実人数 

年度 人数（名） 

令和 7 675 

令和 6 651 
 

年度 訪問 電話 来所 その他 合計 

令和 7 1,367 973 318 1,051 3,709 

令和 6 1,620 1,568 374 1,271 4,833 

３ ＣＳＷ事業 ・個別の相談から、福祉課題を抽出し、身寄りのない人の課題

について調査研究を行いました。 
 

調査研究内容 実施内容 

身寄りがない人の支援の現状

と課題 

勉強会の実施 

日本福祉大学調査研究協力 

 

８．自立生活困窮者対策支援事業 

 項目 内容 

１ 生活協同組合生活困窮者対

策支援事業 

・企業の社会貢献活動を生活困窮家庭支援事業として活用しま

した。 

年度 おもな内訳 
件数

（件） 

令和 7 

お米 10点、パックご飯 19点、缶・ビン詰

め 79点、カップ麺 296点、レトルト食品

73点、飲料等 117点、その他 459点 

94 

令和 6 

お米 12点、パックご飯 18点、缶・ビン詰

め 73点、カップ麺 214点、レトルト食品

43点、飲料等 338点、その他 112点 

76 

 

２ リユース事業 ・関係者から不要で使用可能なものを受け入れ、生活困窮者に

提供し家電や生活用品のリユースを行うとともに、生活指導

を実施しました。 
 

年度 おもな内訳 
件数

（件） 

令和 7 掃除機、テレビ 9 

令和 6 
自転車、洗濯機、テレビ、炊飯器、掃除機

等 
9 
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９．包括的相談体制整備 

 項目 内容 

１ 包括的相談体制整備 ・四社協内各部署における各相談窓口の連携により、包括的な

相談対応ができるように連携した取り組みを実施しました。 

・福祉総合相談窓口相談件数 

福祉総合相談事業 

    関係機関との連携を図り相談事業の充実に努めた。 

    ・開設場所…市総合会館２階 福祉総合相談室 

    ・相談件数…１５２件 

相談方法 電話 来所 

件数 116 36 

 

相談 

事項 

暮らし 

･住まい 

家族 

健康 
法律 

福祉 

教育 
他 

件数 69 62 8 80 72 

※相談事項は重複 

 

１０．車椅子短期貸出 

 項目 内容 

１ 車椅子短期貸出 ・車椅子を一時的に必要とする市民を対象とした、車椅子短期

貸出は、貸出期間：１か月を目安に最大３か月として行いま

した。 
 

年度 件数（件） 

令和 7 204 

令和 6 141 

 

１１．出前講座 

 項目 内容 

１ 出前講座 ・福祉に関する情報や制度についてわかりやすく情報発信する

しくみとして、出前講座を開始しました。 
 

年度 件数（件） 参加人数（名） 

令和 7 22回 756 

令和 6 24回 876 
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２－２－２０ 福祉ボランティアのまちづくり事業 

担当課：地域福祉課 

補助事業 

まとめ(事業の総括) ボランティアセンター登録の団体数は大幅な変動はなく一定

数で推移しており、情報提供や講座の開催で横のつながりをつ

くる等活動支援を行うことができました。一方でボランティア

活動の啓発や体験参加者数は減少する等課題が残りました。ボ

ランティアに関する相談を受ける中で、新たな企業とつなが

り、連携しながらボランティア講座を開催する等、それぞれの

強みを活かして地域活動に参画するきっかけをもつことができ

ました。 

事業開始年月日 昭和６１年４月１日 

決算額 ２１，７３６，７２２円 

主な財源 市補助金、社会福祉協議会会費、事業収入 

 

１．相談援助 

 項目 内容 

１ ボランティアに関する相談 ・ボランティアをしたい人、既に活動している個人や団体から

の相談…（Ａ） 

・ボランティアを依頼したい人や団体からの相談…（Ｂ） 

年度 （A）の相談件数（件） （B）の相談件数（件） 

令和 7 249 109 

令和 6 300 105 

 

年度 団体登録数団体（団体） 個人登録数（名） 

令和 7 195 133 

令和 6 194 200  
 

 

２．情報収集・提供 

 項目 内容 

１ ボランティアニュース ・ボランティア活動の情報紙「ボランティアのたまご」を月１

回、１，８００部発行し、登録団体・個人、行政、施設、学

校、企業等へ送付しました。 

年度 発行回数（回） 送付箇カ所 

令和 7 12 294 

令和 6 12 308 
 

２ ホームページ ・ボランティアセンター事業やボランティア募集状況を発信し

ました。 
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年度 更新回数（回） 

令和 7 14 

令和 6 12 
 

３ ＳＮＳ ・フェイスブック、インスタグラムによる情報発信をしまし 

た。（随時） 

年度 更新回数（回） 

令和 7 80 

令和 6 40 
 

４ ボランティア団体会員募集 

 

・会員募集をしている登録団体の活動状況をまとめた冊子を作

成しました。 

年度 冊子掲載団体数（団体） 

令和 7 109 

令和 6 108 
 

 

３．ボランティアのきっかけづくり事業 

 項目 内容 

１ はじめてのボランティア説明

会 

 

・ボランティア活動希望者にボランティアの基礎知識、心構え

を伝え、保険や活動を紹介しました。 

年度 開催回数（回） 参加人数（名） 

令和 7 31 71 

令和 6 33 75 

※７１名の内、ボランティア活動につながった人は３６名。 

２ サマーチャレンジ 

 

 

 

 

 

 

・夏休み期間に学生（高校生、大学生、専門学校生等）のボラ

ンティア活動体験の機会を提供しました。 

 

メニュー 

開催 

回数

（回） 

参加 

人数

（名） 

協力 

障害者

スポー

ツを楽

しもう 

⑴SS ピン

ポン 
2 12 

三重県 SS ピンポン

協会 

⑵ボッチャ 1 25 
ボッチャサークル

コロコロ四日市 

海岸を豊かにする活

動に参加しよう 
2 21 

NPO法人四日市ウ

ミガメ保存会 

年度 活動メニュー数 参加人数（名） 

令和 7 10 延べ 120 

令和 6 10 延べ 132 
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高齢者と

ふれあおう 

⑴みえ川

村老健 
2 2 みえ川村老健 

⑵よっか

いち諧朋

苑 

2 5 よっかいち諧朋苑 

⑶カフェ

サロン 
2 8 

NPO法人桜ボラン

ティア協会 

子どもた

ちと遊ぼ

う 

⑴北部児

童館 
12 21 北部児童館 

⑵塩浜児

童館 
6 7 塩浜児童館 

⑶おもち

ゃ図書館 
9 16 おもちゃ図書館 

⑷まなび

や 
1 7 － 

 

 

４．人育て（人材育成）事業 

 項目 内容 

１ 地域拠点ボランティア講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域活動のきっかけづくりや地域で活動している人の学ぶ機

会として、地域拠点での「まなびや」を開催しました。 

・企業や団体と連携した「まなびや」を開催しました。 

年度 開催回数（回） 参加人数（名） 

令和 7 8 130 

令和 6 13 167 

 

実施日 テーマ 講師 

令和 7年 

4月 22日 

（富田） 

セルフネイルを楽しもう！ 
ケアビューテ

ィスト 

令和 7年 

6月 24日 

（富田） 

へそヒーリングを 

体験しよう！ 

ブレイン 

トレーナー 

令和 7年 

8月 19日

（富田） 

クレイフラワーを作ろう！ 
ＤＥＣＯ 

クレイ 

令和 7年 

8月 21日

（下野） 

毛糸を使ってペン立てを 

作ろう！ 
児童館職員 
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令和 7年 

10月 21日 

（富田） 

交通安全について学ぼう！ 

～安全に道路を歩くために～ 

三重県交通 

安全協会 

交通安全アド

バイザー 

令和 7年 

11月 18日 

（富田） 

薬と上手に付き合うために 

～かかりつけ薬剤師を持とう

～ 

四日市くらし

とけんこうの

会 

令和 7年 

12月 23日 

（富田） 

安心は、知ることから 

～笑って学べる、保険のやさ

しいお話～ 

プルデンシャ

ル生命保険 

株式会社 

令和 8年 

1月 19日 

（神前） 

ヒートショックについて 

三重県公衆 

浴場業生活衛

生同業組合 

令和 8年 

2月 24日 

（富田） 

美味しいコーヒーの楽しみ方

講座 

三重県喫茶 

飲食生活衛生 

同業組合 
 

２ 障害者スポーツボランティア

講座 

 

 

・年齢、性別、障害の有無に関係なく交流できるスポーツを体

験できる場を開催しました。 

・関係機関や団体との連携、企業への情報提供等、多様なセク

ションが交流できる場として開催しました。 

年度 開催回数（回） 参加人数（名） 

令和 7 2 330 

令和 6 2 267 

 

日付 内容 

令和 7年 11月 22日 

第 7回 SSピンポン クスノキ杯 
SSピンポンを通した交流 

令和 8年 2月 21日 

 ボッチャ交流大会 
ボッチャを通した交流 

 

３ 地域福祉教育推進事業 

 

・小・中・高等学校の児童・生徒対象に、福祉に関する知識や

学びの機会に必要な講師派遣やプログラムの提案を、福祉教

育を実践する学校と協議しながら行いました。 

年度 開催回数（回） 

令和 7 19 

令和 6 20 
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５．活動支援事業 

 項目 内容 

１ ボランティア保険 ・ボランティアが安心して活動できるよう、ボランティア活動

保険の加入促進、手続き支援、事故時の事務手続きを行いまし

た。 

●加入手続き（件） 

年度 活動保険 行事用保険 
福祉サービ

ス総合補償 

送迎サービ

ス補償 

令和 7 2,776 620 32 36 

令和 6 2,539 454 31 29 

 

●事故対応（件） 

年度 活動保険 行事用保険 
福祉サービ

ス総合補償 

送迎サービ

ス補償 

令和 7 6 0 4 2 

令和 6 4 4 4 1 
 

２ 活動支援 ・全国ボランティアフォーラム、三重ボランタリーフォーラム

等先進的な活動を学ぶ機会への参加支援については、全国ボ

ランティアフォーラム開催地が東北のため、希望者はいませ

んでした。また、三重ボランタリーフォーラム参加について

も希望者はいませんでした。 

 

６．協働事業 

 項目 内容 

１ 四日市ボランティアキャンペ

ーン 

 

 

 

・幅広い世代、様々な分野のボランティアや企業と連携し、ボ

ランティア活動の魅力を発信しました。 

・期間中、さまざまな団体と協働で活動体験プログラムを実施

しました。 

・運営委員会を組織し、ボランティアの協力を得て一部事業を

企画しました。 

・学生ボランティア、企業、団体等との協働 

・期間：１１月１５日～１２月１５日 

ボランティアキャンペーン展示 

年度 開催日数（日間） 参加人数（名） 

令和 7 1 170 

令和 6 2 103 
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活動メニュー 

年度 メニュー数 参加人数（名） 

令和 7 7 33 

令和 6 9 38 

 

日付 内容 協力団体 
参加人数

（名） 

令和 7年 

11月 27日  

SSピンポンを楽

しもう 

三重県 SSピンポ

ン協会  
2 

令和 7年 

11月 28日 

障害者施設利用

者さんと交流し

よう  

あさけワークス 3 

令和 7年 

11月 28日 

カフェサロンの

お手伝いをしよ

う    

カフェサロンほ

っと 
1 

令和 7年 

11月 29日 

ウォーキングし

ながら公園クリ

ーン大作戦  

NPO法人緑の会

羽津 
16 

令和 7年 

11月 30日 

障害者施設利用

者さんと交流し

よう 

清和苑 3 

令和 7年 

12月 9日 

よく飛ぶ紙飛行

機講座 

シニアサークル

「男の囲炉裏

端」の会 

0 

（中止） 

令和 7年 

12月 14日 

防災について学

ぼう  

NPO法人みえ減

災啓発支援ネッ

ト 

6 

 

２ ボランティアのつどい 

 

・市内の活動者や団体の学習、交流、情報交換の機会を設けま 

した。 

・ボランティアセンターや団体同士のつながり強化の機会を設 

けました。 

年度 開催回数（回） 参加人数（名） 

令和 7 2 
第 1回:46 

第 2回:12 
計 58 

令和 6 2 
第 1回:27 

第 2回:17 
計 44 

※第１回目は四社協福祉ゼミナールと合同開催 
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日付 内容 講師 

令和 7年 

11月 26日 

子どもの居場所づくり～地

域と学校の連携からうまれ

た新しい活動～ 

日本福祉大学 

教育福祉学部教授 

野尻 紀恵氏 

令和 8年 

2月 12日 

知っていますか、食品衛生

法改正のポイント＆こども

関連団体同士の意見交換会 

市保健所 

衛生指導課 

佐藤 通純氏 
 

３ コーディネートを考える会議 ・送り出し・受け入れ・中間支援それぞれの関係者からボラン

ティアセンターへのアドバイスを受ける機会を設けました。 

年度 開催回数（回） 

令和 7 2 

令和 6 2 
 

４ 学生ボランティア連携事業 ・学校等とのつながり継続のための事業や活動の連携を取りま

した。 

・福祉教育等でつながった学校等に個別にボランティア説明会

を実施しました。結果、学生にサマーチャレンジやボランテ

ィアキャンペーン、障害者スポーツボランティア講座、ふれ

あいいきいきサロンに参加してもらうことができました。 
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２－２－２１ 成年後見サポート事業 

担当課：地域福祉課 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 成年後見制度利用促進法に基づく中核機関として成年後見サ

ポートセンターを設置、成年後見制度の広報啓発、相談対応、成

年後見人等が選任されるまでの支援を実施しました。また法人後

見の特性を活かし法人で後見人等を受任するとともに、日常生活

自立支援事業から判断能力が低下し成年後見制度の利用が必要

な事案における連携した取り組みができるように事業を推進しま

した。 

事業開始年月日 平成２２年４月１日 

決算額 ３７，４８８，１７２円 

主な財源 市受託金、事業収入 

 

１．成年後見サポートセンター 

 項目 内容 

１ 相談援助 ・成年後見制度利用に関する相談窓口となるとともに、成年

後見人等が選任までの期間で生活に支障がないよう多機関

の協力をもとにサポートを実施しました。 

・相談員配置人数：３名 

●相談支援件数（件） 

年度 訪問 電話 来所 代行等 合計 

令和 7 72 139 11 205 427 

令和 6 107 268 24 198 597 

 

●後見人支援件数（件） 

年度 訪問 電話 来所 代行等 合計 

令和 7 0 1 0 0 1 

令和 6 16 10 3 8 37 
 

２ 中核機関運営協議会 ・中核機関としての専門職と行政からの意見集約をする運営協

議会を開催しました。事業方針等についての指導・助言等を

受け、成年後見サポート事業の適切な運営の推進を図りまし

た。 

・運営委員：専門職委員５名、行政担当委員４名 

年度 会議回数（回） 検討ケース数（件） 

令和 7 6 41 

令和 6 6 40 
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３ 啓発事業 ・ホームページ、パンフレットの更新をするとともに、福祉専門

職向け情報紙を作成し、相談窓口としての機能の啓発を行い

ました。 
 

年度 出前講座数 広報発行回数（回） 

令和 7 6 2 

令和 6 6 2 

４ 三士会会議 ・専門職団体（弁護士、司法書士、社会福祉士）と連携会議

を行い、市における成年後見制度利用促進の課題の情報共

有と協議を行いました。 

日付 検討事項 参加人数（名） 

令和 7年 

6月 11日 

第 1回親族後見人つどい、 

受任体制について他 

5名（弁護士 1、

司法書士 2、社

会福祉士 2） 

令和 8年 

3月 4日 

第 2回親族後見人のつどい、

制度改正について 

5名（弁護士 1、

司法書士 2、社

会福祉士 2） 
 

５ 親族後見人のつどい ・親族後見人の人や後見制度を利用検討中の親族を対象とした

相談会の機会を専門職団体の協力のもと開催しました。 

日付 テーマ・講師 参加人数（名） 

令和 7年 

9月 18日 

テーマ：「裁判所への報告書

作成講座」  

講師 : 津家庭裁判所四日市

支部  

16 

令和 8年 

2月 19日 

テーマ：「後見人の立場と親

族の立場」 

講師：社会福祉士 椎葉 栄

穂 氏 

12 

 

６ 市民後見サポーター養成 ・日常生活自立支援事業の生活支援員や法人後見の支援員とし

て活躍できる権利擁護関係のマンパワー人材養成の機会とし

て、後見ゼミナールを開催しました。 

（２－２地域福祉拠点区分 ２－２－１９ふれあいのまちづくり事業 

４．四日市市福祉教育大学 ３専門ゼミナール 参照） 

 

２．地域後見サポート事業 

 項目 内容 

１ 法人後見受任 ・専門職が後見人を受任することが難しい対応困難ケースを中

心に、法人として後見人等を受任し支援を実施しました。日常

生活自立支援事業から判断能力が低下しても連続して支援で

きる仕組みに取り組みました。 
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年度 
新規受任数

（件） 

解約数

（件） 

受任者数

（総数） 

令和 7 13 6 37 

令和 6 7  6 30 

年度 後見 保佐 補助 

令和 7 32 4 1 

令和 6 25 4 1 

２ 法人後見アドバイザー会議 ・受任したケースの法律的な見解や監督機能として助言、検討

を行う機関として開催しました。 

・アドバイザー数：弁護士１名、社会福祉士１名 

 

年度 会議回数（回） 検討ケース数（件） 

令和 7 12 54 

令和 6 12 52 
 

 
 
 

２－２－２２ おもちゃ図書館運営事業 

担当課：地域福祉課 

事業所名：おもちゃ図書館 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 障害の有無に関わらず「おもちゃ」を通じて子どもたちの情

操や知的・身体機能を高める機会を提供できました。また、お

もちゃ図書館まつりや移動おもちゃ図書館を実施することで、

子どもを育てる親の支援を行うことができました。 

事業開始年月日 平成２年８月１日 

決算額 ２，３５４，８２０円 

主な財源 市受託金 

 

１．おもちゃ図書館運営事業 

 項目 内容 

１ おもちゃ図書館 ・月～金 常設で開館 

年度 開所日数（日） 延べ来館者数（名） 

令和 7 229 4,565 

令和 6 228 4,653 
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２ 移動おもちゃ図書館 ・常設で人気のおもちゃや手作りおもちゃを持って、市内子育

て支援センター等へ出かけ、移動先でふれあいの場として開

設しました。 

年度 開催回数（回） 延べ参加人数（名） 

令和 7 10 314 

令和 6 8 225 
 

３ おもちゃ図書館まつり ・市文化会館が休館の為、あけぼの学園で実施しました。 

・手遊びと人形劇を実施しました。 

年度 開催回数（回） 参加人数（名） 

令和 7 1 61 

令和 6 1 124 
 

 

 

 

２－２－２３ 生活支援コーディネーター事業 

担当課：地域福祉課 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 地域包括ケア推進の為に各地区で実施している地域ケア会

議に参加するとともに、住民主体サービスが継続して総合事

業を実施できるように地域、福祉関係者との調整に努めまし

た。住民主体サービス未設置地区については地区に働きかけ

を進めるとともに、地域福祉活動計画の作成にあたり、各地

区からの聞き取りと、福祉懇談会の開催を進めました。社会

資源の整理を行うとともに福祉課題を発見しマンパワー不

足、家族機能、地域機能の強化といった課題について、地域

や福祉関係者と連携をとりながら取り組みました。 

事業開始年月日 平成２８年４月１日 

決算額 ２８，１５６，２３３円 

主な財源 市受託金 

 

１．生活支援コーディネーター事業 

 項目 内容 

１ ソーシャルアクション ・見守りネットワーク会議、地域ケア会議等を通じて地域の福

祉課題解決に向けての新しい取り組みを調査研究し、新しい

仕組みを地域ケア会議で協議しました。 

・テーマ１：「身寄りのない方の支援について」 

・テーマ２：「新しい地域の助け合いの形」 
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２ 地域包括ケア促進 ・市単位、ブロック単位、地区単位の協議体会議に参加、協議

体における福祉課題について整理するとともに、福祉活動の

状況を整理し情報提供を実施しました。 

年度 
住民主体サービス推進

（件） 
地域ケア会議（回） 

令和 7 87 107 

令和 6 47 98 
 

３ 入院入所サポート事業 ・身寄りがない人の入退院、施設入所時における課題は、医療

福祉関係者はもちろんそれを支える地域住民にとっても共通

の課題になっていました。身寄りのない人の入院入所時のセ

ーフティネットの事業として緊急連絡や必要な支払い等のサ

ポートを実施しました。 

  

 

 

 

●相談支援件数（件） 

年度 訪問 電話 来所 代行等 合計 

令和 7 655 941 32 1,238 2,866 

令和 6 685 1,005 48 1,299 3,037 
 

年度 入院入所支援（件） 

令和 7 245 

令和 6 228 
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２－２－２４ ふれあいいきいきサロン推進事業 

担当課：地域福祉課 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) ①コロナ禍を経て、サロン活動数を目標値に近づけることがで

きました。専門ゼミナールの機会を用いて、活動者がサロン

活動を継続するモチベーションや目的を共有することができ

ました。 

②サロン連絡会や企業と連携した出前講座等の機会でサロン活

動者や利用者と意見交換を行うことで、地域福祉活動のリー

ダーの養成を行いました。 

事業開始年月日 平成２８年４月１日 

決算額 ３６，０９９，３８８円 

主な財源 市受託金 

 

１．ふれあいいきいきサロン推進事業 

 項目 内容 

１ ふれあいいきいきサロン推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・介護予防、認知症予防、地域のつながりづくりを目標に、歩

いていける場所で集える機会として、ふれあいいきいきサロ

ン事業を推進し、市内６７０カ所のサロンの組織化を目指し

ました。 

 

・サロン連絡会を開催して各サロンの取り組み等について、意

見交換を行いました。 

 

 

 

 

・市社協職員や企業による出前講座を調整しました。 
 

年度 サロン数 延べ参加人数（名） 

令和 7 662 315,892 

令和 6 660 305,866 

年度 開催回数（回） 

令和 7 41 

令和 6 42 

年度 調整回数（回） 

令和 7 94 

令和 6 42 

２ ふれあいいきいきサロン推進

委託事業 

・ふれあいいきいきサロン推進事業委託金要綱に基づき活動団

体に助成を行いました。 

・サロン形態を分類し、それぞれの特徴を活かした取り組みを

推進しました。 
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３ ふれあいいきいきサロン推進

委託事業（加算事業） 

 

 

 

・推進したい小地域福祉活動をメニュー化し、加算の委託事業

加算として助成して活動を促しました。 

 

年度 加算利用サロン数 

令和 7 618 

令和 6 585 

 

年度 

企画運 

営加算

件数 

介護予防 

強化 

メニュー 

加算件数 

拠点運営 

加算件数 

地域 

お助け 

加算件数 

送迎加

算件数 

令和 7 159 137 7 286 21 

令和 6 154 133 7 269 20 
 

４ お互い様活動推進事業 ・ふれあいいきいきサロンのメンバー同士で助け合い活動を実

施し、マンパワーを養成するとともに地域で支えあう仕組み

を推進しました。 

年度 加算利用サロン数 
延べお互い様活動件数

（件） 

令和 7 8 711 

令和 6 8 830 
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２－２－２５ 介護予防等拠点施設管理運営事業 

担当課：地域福祉課 

事業所名：介護予防等拠点施設 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 高齢者の生活機能の維持・向上や認知症の人と家族に対する

支援を目的として設置されている施設の管理・運営を適正に実

施しました。 

事業開始年月日 令和５年４月１日 

決算額 １０，６３２，９２０円 

主な財源 市受託金 

 

１．介護予防等拠点施設管理運営事業 

 項目 内容 

１ 施設・設備等の維持管理 ・設備等に関する保守管理、定期的な清掃業務、備品管理 

２ 案内業務 ・来館者の案内、電話応対等 

３ 老人クラブの活動支援 ・四日市市老人クラブ連合会開催行事等の活動支援 

４ 介護予防講座の運営補助 ・施設内で市が主催する介護予防講座の会場設営、受付等の補

助業務 

 

 

 

２－２－２６ 食品ロスマッチング事業 

担当課：地域福祉課 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) まだ食べられるのに捨てられる食品を、必要としていると

ころへマッチングさせる事業を通して、地域課題や福祉課題

の解決を進める取り組みを進めました。市民・民生委員児童

委員・企業からご寄付いただき、子ども食堂等の食支援団体

や生活困窮家庭に配布できる仕組みを作りました。 

事業開始年月日 令和５年４月１日 

決算額 ５，７９６，０２３円 

主な財源 市受託金 

 

１．食品ロスマッチング事業 

 項目 内容 

１ つなげる窓口の設置 

 

・フードバンクコーディネーターを配置するとともに、食品ロ

スになってしまう食材を集める窓口を設置し、対象食品を集
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め、集めた食材を有効活用できるようにコーディネートを行

いました。 

 
 

年度 件数（件） 重さ（kg） 

令和 7 179 9,847 

令和 6 170 5,479 

年度 
企業

（件） 

市民

（件） 

民生

（件） 

イベント

（件） 

令和 7 36 124 17 2 

令和 6 39 84 44 3 

２ 食支援活動団体マッチング事

業 

・子ども食堂等、食事や食料の提供をする団体を食支援活動団体

として登録いただき、団体向けの配布会を通じて、窓口で集ま

った食材の提供を行いました。 

 

・食品のマッチングに関する連絡協議会の開催 

 食品の受け入れ・マッチング状況報告及び情報交換のため、

食支援活動団体、企業の人を交えた会議を開催し、効果的な啓

発方法等の検討を行いました。 

●第１回 令和７年９月１２日 

●第２回 令和８年３月３０日 

年度 件数（件） 重量（kg） 

令和 7 110 12,079 

令和 6 103 2,374 

３ 食品ロス啓発事業 ・食品ロスの啓発事業を進めるため啓発ホームページの作成や

ノベルティや啓発パネルを作成しました。地域イベント等で

活用し食品ロスの啓発とフードドライブを２回実施しまし

た。 

日付 イベント名 

令和 7年 

5月 11日 

民生委員児童委員啓発活動の日 

PR活動 

令和 7年 

7月 9日 

民生委員児童委員 

四日市市民生委員児童委員大会 
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２－３ 障害福祉拠点区分 

 

２－３－２７ 視覚障害者福祉センター運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：視覚障害者福祉センター 

市補助事業 

まとめ(事業の総括) 市内在住の視覚障害者を対象として、各種講習会を開催する

とともに、自主活動の場を提供することにより、視覚障害者の

自立と社会参加を支援しました。 

事業開始年月日 昭和５５年５月１日 

決算額 ２，３３２，２９５円 

主な財源 市補助金 

 

１．視覚障害者福祉センター運営事業 

 項目 内容 

１ 点訳業務 

 

・希望する視覚障害者への情報提供として、市や障害者団体等

から発行される印刷物等の点訳 １１０件 

２ 三療学術講習会 

 

・はり・灸・マッサージを職業としている視覚障害者を対象と 

し、技術の向上を目的に開催しました。 

開催日：令和８年２月１２日  参加人数：１３名 

テーマ：チョコっと食べて脳活 チョコレートの健康効果 

講 師：三重県鍼灸マッサージ師会理事、 

てらすマッサージ治療院院長 伊藤文恵氏 

３ 安全安心講習会 

 

・視覚障害者が安全安心に自立した日常生活を送ることを目的 

に開催しました。 

開催日：令和７年９月１１日  参加人数：１３名 

テーマ：特殊詐欺について学ぶ～その手口と対策 

講 師：四日市南警察署生活安全課 稲垣係長 

４ 防災講習会 

 

・視覚障害者が自然災害、防災についての基本知識を身に付

け、命を守ることを目的に開催しました。 

開催日：令和８年３月１９日  参加人数：１３名 

テーマ：ＡＥＤ操作訓練 

講 師：市消防本部 消防救急課 高木主幹 

５ 障害者団体活動の場の提供 

 

・市内の視覚障害者及び四日市市視覚障害者協会会員を対象と

した、自立と社会参加のための活動の場の提供をしました。 

年間利用者数：３９１名 
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２－３－２８ 障害者就業・生活支援センタープラウ運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：四日市障害者就業・生活支援センタープラウ 

三重労働局・三重県受託事業 

まとめ(事業の総括) ①障害者の職業生活における自立を図るため、雇用、保健、福

祉、教育等の関係機関との連携の下、障害者の身近な地域に

おいて就業面及び生活面における一体的な相談支援を行いま

した。 

②企業に対して障害者雇用の相談・助言を行い、障害者の雇用

の促進及び安定を図りました。 

・登録者状況（名） 

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計 

70 382 320 55 827 
 

事業開始年月日 平成１４年１０月１日 

決算額 ３９，００９，３３０円 

主な財源 国受託金、県受託金 

 

１．就業・生活の相談・支援 

 項目 内容 

１ 

２ 

就業相談支援 

生活相談支援 

・就業及びそれに伴う日常生活の相談・支援 

●相談内容別延べ相談件数（件） 

 身体 

障害 

知的 

障害 

精神 

障害 
その他 合計 

就職 90 497 808 157 1,552 

職場定着 102 1,810 1,230 162 3,304 

日常生活 6 111 45 30 192 

就業と生

活の両方 
7 356 220 22 605 

合計 205 2,774 2,303 371 5,653 

 

●ツール別延べ相談件数（件） 

来所 
電話・文書

メール 

家庭、入所

施設訪問 

職場 

訪問 
その他 合計 

855 3,316 56 1,206 220 5,653 

 

●就職人数（名） 

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計 

3 26 23 8 60 
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●事業主への相談支援件数（内容別）（件） 

雇用 
職場適応・

職場定着 

雇用者の

生活面 

雇用支援

制度 
合計 

348 1,645 18 2 2,013 

 

・在職者を対象に悩みの共有やストレス解消を目的に交流会や

勉強会を実施しました。 

日付 内 容 
参加人数

（名） 

令和 7年 

6月 28日 

コアチューニングをやってみよう 

(身体を整え、リフレッシュ) 
29 

令和 7年 

10月 11日 

感情のコントロールについて 

一緒に考えてみませんか 
19 

令和 7年 

12月 6日 
アートのつどい 26 

令和 8年 

3月 14日 
ピアサポート活動 28 

 

・在職者の職場への定着を促進するため、企業担当者を対象と

した研修会を開催しました。 

日時：令和７年１１月１２日 

講師：三重障害者職業センター主任障害者職業カウンセラー 

  三浦 卓氏 

内容：「やる気を引き出す関わり方」講演と質疑応答、企業雇 

用担当者同士の情報共有（グループワーク） 

参加者：１３社１８名、３関係機関４名 

 

２．関係機関との連携 

 項目 内容 

１ 四日市障害保健福祉圏域自立

支援協議会（雇用部会）の運

営 

・四日市障害保健福祉圏域自立支援協議会の専門部会である 

雇用部会において、各関係機関とのネットワークの構築と、障害

者の雇用に関わる地域課題の共有と解決に向けた協議、地域啓

発の取り組みを行いました。 

（参加機関） 三重障害者職業センター、三重県障がい者雇用・就

労促進課、北勢福祉事務所、四日市公共職業安定所、一市三町

障害福祉課、市商業労政課、学校関係、医療関係、就労移行支援

事業所、当事者団体等２３機関。 

雇用部会 ：３回、雇用部会準備会：３回、企業開拓ワーキング 

グループ：５回、就労継続支援Ａ型事業所連絡会：３回 
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２ 障害者雇用サポートフェア ・障害者雇用促進と職場定着を目的に、市内事業所の人を対象

に障害者雇用実績のある企業見学会と支援機関の紹介等を行

う障害者雇用促進のイベントを市主催で開催、その協力。 

開催日：令和７年１０月１０日 

内容：企業、就労移行支援事業所見学、障害者雇用関係機関の

紹介、マッチングサポート 

参加企業：１６社２１名。参加関係機関：１６機関３４名。 

３ みえーる（三重県障害者就

業・生活支援センター連絡協

議会）活動 

・県内の障害者就業・生活支援センター（９センター）で連絡

会を発足させ、情報共有や共通する課題の解決に向けて活動

しています。各センター及び関係行政機関との連携も深め、

障害者雇用や職場定着の促進に取り組みます。 

活動内容：総会、講演会、研修会、定例会（３回）への参画 
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２－３－２９ ワークセンター運営事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：障害者就労支援事業ワークセンター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) ①就労を希望する障害者を対象に、就労に向けた職場訓練とと

もに、職業準備性向上のための支援を行いました。 

②企業等に対する障害者就労の啓発を行いました。 

③訓練機会の提供及び社会との交流の促進を図る支援を行いま 

した。 

事業開始年月日 平成２４年４月１日 

決算額 １６，８２８，３６３円 

主な財源 市受託金 

 

１．ワークセンター運営事業 

 項目 内容 

１ 障害者就労支援事業 ・就労に向けた職場訓練 

・職場訓練後のステップアップ支援 

・職場訓練後の状況 

  一般就労 ２名、就労継続支援Ｂ型事業所 １名、 

  求職中   ５名 就労移行支援事業所 １名 

区分 身体障害 知的障害 精神障害 合計 

延人数    1     4     7     12 

訓練日数    20    88    115   223 
 

２ 地域活動支援センター事業 ・生産活動等の機会の提供や交流の促進 

●相談支援 

区分 身体障害 知的障害 精神障害 合計 

延人数      30     138     166 334 

 

●支援方法 

区分 来所 電話 メール その他 合計 

件数  270   30   7   27    334 
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２－４ 高齢福祉拠点区分 

 

２－４－３０ 中地域包括支援センター 包括支援事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：中地域包括支援センター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 高齢者等が住み慣れた地域で安心して尊厳あるその人らしい

生活を継続できるようにするため、介護予防・介護・医療・生

活支援等の様々なサービスを状態の変化に応じて切れ目なく利

用できるよう包括的・継続的に支援する地域包括ケアの実現を

目指し事業を実施しました。 

事業開始年月日 平成１８年４月１日 

決算額 ４２，２８３，７９４円 

主な財源 市受託金 

 

１．包括支援事業 

 項目 内容 

１ 総合相談支援業務及び権利擁

護業務 

・地域におけるネットワーク構築業務、実態把握業務、総合相

談業務、権利擁護業務、高齢者虐待への対応、消費者被害の

防止、困難事例への対応を実施しました。 

・相談件数（件） 

 本人 家族 その他 合計 

来所 37 46 388 471 

訪問 5,562 92 51 5,705 

電話 147 305 514 966 

メール 2 0 252 254 

令和 7合計 5,748 443 1,205 7,396 

令和 6合計 6,371 457 992 7,820 

上記のうち、 

認知症（疑いを含む）に関する相談件数 年間１，５６１件 

高齢者虐待に関する相談 年間３４件 

２ 包括的継続的なケアマネジメ

ント支援業務 

・包括的継続的なケア体制の構築 

・地域ケア会議の主催及び協力  年間２２回 

・介護支援専門員等に対する個別支援 年間６３５回 

・地域包括支援センター連絡会への参加 年間１１回 

・在宅介護支援センター連絡協議会（ブロック会議）の開催 

 年間２回 

・医療介護ネットワーク会議の開催 
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世話人会 年間４回 全体会 年間３回 

・介護サービス事業所との連携  

 サービス事業者連絡会への参加 年間１１回 

・中地域事例検討会の開催 年１回 

・中地域主任ケアマネ会の開催 年２回 

・認知症高齢者等の地域支援体制の構築  

（２－４－３２ 中地域包括支援センター 認知症地域支援事

業参照） 

３ 医療介護連携地域ケア会議運

営業務 

・医療介護連携地域ケア会議の開催 年間４回 

４ 個別地域ケア会議運営業務 ・自立支援型地域ケア会議の開催 年間１２回 

・困難事例等に関する個別地域ケア会議の開催 年間１４回  
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２－４－３１ 中地域包括支援センター 介護予防推進事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：中地域包括支援センター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 住み慣れた地域で、介護予防の為の体操等の取り組みを行う

ことで、その人らしく、生活が続けられるよう、誰でも一緒に

参加することのできる介護予防活動の推進や、活動が継続でき

るよう取り組みを行いました。 

 また、各地域で介護予防の取り組みが活発に行われるよう、

啓発活動に取り組み、地域の方との交流を通じて、楽しく活動

が継続できるよう、取り組みを進めました。 

事業開始年月日 平成１８年４月１日 

決算額 １９，２０８，４２０円 

主な財源 市受託金 

 

１．介護予防推進事業 

 項目 内容 

１ 介護予防推進事業業務 ・自主活動実施の動機づけ（「地域で元気アップ！住民説明会」

の実施） 

地域の集会所でいきいき百歳体操（以下百歳体操）の体験・ 

説明会の実施…３回 

・自主活動立ち上げのための集中支援…８回 

・自主活動の継続支援（「介護予防講座」の実施） 

 中地域エリアの団体で取り組んでいる百歳体操のモニタリン

グ訪問を実施…７４回 

 モニタリング訪問時に百歳体操の技術的指導、各団体におい

て年に１～２回、ご希望に応じて体力測定を実施しました。 

 また、介護予防講座として、モニタリング訪問時に「お尻の

筋肉と姿勢について」、「転倒予防について」の講話をしま

した。 

・地域への介護予防の普及啓発（地域住民が集う場への訪問や

講座の実施等） 

出前講座…１回 

介護予防・フレイル対策に関する情報誌「フレあえル」への

寄稿…１回 

在宅介護支援センター運営協議会および地区地域ケア会議に

おける啓発…１２回 

〈その他〉   

・各種会議の参加 



85 

 介護予防事業担当者会議…３回 

・令和７年度 介護予防・フレイル対策市民公開講座 

介護予防担当職員として参加。 

 

 

 

２－４－３２ 中地域包括支援センター 認知症地域支援事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：中地域包括支援センター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 医療と介護の関係者のネットワークづくりやボランティアの

育成、地域住民への啓発等、認知症になっても本人の意思が尊重

され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるように認

知症の人の視点に立った支援体制の強化に努めました。 

また、認知症の正しい理解の促進を図るための啓発活動に取

り組み、医療と介護の専門職やボランティアを含めた関係者の

連携を強化することで、認知症の人が住み慣れた地域で希望を

もって自分らしく暮らし続けられるしくみづくりを進めまし

た。 

事業開始年月日 平成２７年４月１日 

決算額 ４，７０６，３１８円 

主な財源 市受託金 

 

１．認知症地域支援事業   

 項目 内容 

１ 関係者の連携推進 ・必要な医療や介護等のサービスが受けられるよう関係機関と

の連携体制構築、医師とのネットワーク形成 

・認知症疾患医療センター会議 ２回 

・医療・介護ネットワーク会議 ２回 

・地域ケア会議（地区） １回 

・官民連携研究会 ＳＴＥＰ ＵＰ Ｍｅｅｔｉｎｇ ２回 

・認知症ケアパスの作成普及における主導的役割の実施 

・令和７年度は一部改訂のみ。 

・認知症サポーター養成講座や認知症カフェ、啓発イベント

等で積極的に配布を行いました。 

２ 相談支援体制の構築 ・知識経験を活かした相談支援の実施 

・認知症カフェや本人ミーティング、認知症当事者や家族

のつどいにおいて、必要な情報を提供しました。 

・認知症カフェ ４０回 
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・本人ミーティング等 １４回 

・本人・家族のつどい ２回 

・「認知症初期集中支援チーム」との連携等によるサービス調 

整 

・認知症当事者の意向や特性に応じ、ステップ四日市の活動

支援や認知症カフェへの参加等、サービスの提案を行いま

した。 

・認知症カフェ等の取り組みに対する協力支援 

・認知症カフェ ４０回 

・ボランティア定例会・座談会 ５回 

・認知症カフェ交流会 ３回 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症に関する理解促進及び支援者育成事業の実施・調整及

び協力（認知症サポーター養成講座等） 

・認知症サポーター養成講座 １４回 

・地域のサロン等での講座 ２回 

・認知症フレンズ養成講座 ２回 

・認知症フレンズ総会 １回 

・キャラバン・メイト座談会 １回 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の理解促進のため市が実施する啓発事業への協力 

・認知症市民公開講座等 市主催啓発事業 ２回 

・中地域包括支援センター主催啓発事業 １回 

・地区文化祭での啓発ブース出展 １回 

 

 

 

認知症カフェ 

（カフェ咲楽） 

認知症サポーター養成講座 

（三重平中学校） 
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・社会参加活動の体制整備 

・本人ミーティング、本人ミーティング振り返り会 １４

回 

・認知症フレンズ班活動、ステップオレンジ活動 １７回 

・当事者活動支援 ２回 

・RUN伴四日市 １回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人ミーティング 

振り返り会 

（ステップ四日市） 

認知症啓発イベント 

（イオン四日市尾平店） 

ステップオレンジ活動 

（ステップ四日市） 

認知症市民公開講座 
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２－４－３３ 中地域包括支援センター 認知症初期集中事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：中地域包括支援センター 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣

れた地域のよい環境で暮らし続けられるよう、認知症の人やそ

の家族に早期に関わり、見守り体制の構築や適切な医療・介護サ

ービスの利用に向けた支援を行いました。 

また、認知症地域支援推進員と連携し、企業や地域活動者と協

働で認知症の啓発やもの忘れ相談等を実施しました。 

さらに、民生委員児童委員や在宅介護支援センター、医療機

関、介護保険サービス事業者等の関係機関と連携し、認知症の

早期発見・早期対応に向けた支援体制の構築に努めました。 

事業開始年月日 平成２９年４月１日 

決算額 １２，３３７，３３６円 

主な財源 市受託金 

 

１．認知症初期集中支援 

 項目 内容 

１ 支援チームに関する普及啓発 ・支援チームの役割や機能等の効果的な普及啓発 

２ 認知症初期集中支援の実施 ・訪問支援対象者の把握、情報収集及び観察評価 

・初回訪問時の支援 

・専門医を含めたチーム員会議の開催 

・初期集中支援の実施 

・引継ぎ後のモニタリング 

支援者開始者：２１名 支援終了者１８名 

※相談のみ ２７件 

・チーム員会議 １２回（月１回） 

３ もの忘れ相談会の実施 ・市民が立ち寄りやすい場所での相談の場の提供 

・支援チーム及び認知症に関する啓発 

・もの忘れ相談の実施 

中地域包括支援センター主催認知症啓発事業への参加１回  

イオン四日市尾平店での認知症カフェへの参加６回 

・認知症初期集中支援チーム活動の普及啓発 

 中地域包括支援センター主催認知症啓発事業への参加１回 

 認知症早期診断事業受託医療機関への周知活動１８回 
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２－４－３４ 介護予防支援事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：中地域包括支援センター 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 要支援者・事業対象者の認定を受けた人が、可能な限り居宅

において、その有する能力に応じて自立した生活を営むことが

できるようサービス事業者や関係機関との連絡調整等を行い、

適切なケアマネジメントを実践しました。 

事業開始年月日 平成１８年４月１日 

決算額 １１５，８５７，８６８円 

主な財源 介護保険事業収入 

 

１．介護予防支援事業 

 項目 内容 

１ 介護予防支援・介護予防ケ

アマネジメント業務 

・要支援者・事業対象者に対するケアプランの作成 

・介護予防支援・介護予防ケアマネジメントの実施 

年度 ケアプラン作成件数（件） 内委託件数（件） 

令和 7 

介護予防プラン作成    11,153 
ケアマネジメント A     5,409 

ケアマネジメント B      599 

ケアマネジメント C       57 

4,331 

1,763 

354 

41 

令和 6 

介護予防プラン作成    10,920 
ケアマネジメント A      5,427 

ケアマネジメント B      675 

ケアマネジメント C       38 

3,912 

1,569 

214 

37 
 

２ 関係機関との連携 ・介護保険サービス事業者連絡会等への参加 
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２－４－３５ 居宅介護支援事業（ゆりかもめ） 

担当課：福祉支援課 

事業所名：居宅介護支援事業所ゆりかもめ 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 要介護・要支援の認定を受けた人に対し、可能な限り居宅に

おいて、安心した日常生活が送れるようにサービス事業者や関

係機関との連絡調整等を行い、適切なケアマネジメントを実践

しました。 

事業開始年月日 平成１７年２月１日 

決算額 １１，６２７，６４１円 

主な財源 介護保険事業収入 

 

１．居宅介護支援事業 

 項目 内容 

１ 居宅介護支援 ・要介護者・要支援者等の心身状況や置かれている環境等解決

すべき課題に応じて福祉サービス利用支援の実施、サービス

事業者等との連絡調整等を実施しました。 
 

年度 ケアプラン作成件数（件） 
1ヶ月平均件数

（件） 

令和 7 

居宅サービス計画作成   651 

介護予防プラン作成     344 

マネジメント A、B        95 
90.8 

令和 6 

居宅サービス計画作成   620 

介護予防プラン作成     331 

マネジメント A、B        92 
86.9 

２ 関係機関との連携 ・介護保険サービス事業者連絡会・情報交換会等へ参加しまし

た。 

参加会議・研修名 参加回数（回） 

市介護保険サービス事業者連絡会 4 

楠地区内居宅介護支援事業所情報交換会 1 

みなみ地域医療・介護ネットワーク会議 1 
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２－４－３６ 介護保険認定調査事業 

担当課：福祉支援課 

事業所名：介護保険認定調査室 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 市から受託し要介護認定調査に係る事務の一部を行いました。 

事業開始年月日 平成１１年９月１日 

決算額 １３，４４６，５３３円 

主な財源 市受託金 

 

１．介護保険認定調査事業 

 項目 内容 

１ 介護保険認定調査事務 ・市外・県外居住者及び市内施設入所者の介護保険認定調査依 

 頼 

・調査票の回収 

・委託費の支払い 

・調査票の精査 

・依頼件数 

年度 件数 

令和 7 495 

令和 6 590 
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３ 収益事業 

 

３－１ 収益事業拠点区分 

 

３－１－３７ 喫茶ふれあい運営事業 

担当課：総務課 

事業所名：喫茶ふれあい 

自主事業 

まとめ(事業の総括) 喫茶店（総合会館１階）の経営を行いました。 

事業開始年月日 平成２年８月１日 

決算額 １０，１０１，８３９円 

主な財源 事業収入 

 

 

１．喫茶ふれあい運営事業 

 項目 内容 

１ 喫茶ふれあい運営 ・メニューの見直し等を随時行い、増収増益に努めましたが、

令和８年１月３１日をもって事業を終了しました。 

年度 
営業日数

（日） 

年間総収入

（円） 

1日平均 

利用者数

（名） 

1日平均 

売上額

（円） 

令和 7 202 9,011,119 35 44,609 

令和 6 245 9,127,479 40 37,255 
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３－１－３８ 総合会館売店運営事業 

担当課：総務課 

事業所名：総合会館地下売店 

市受託事業 

まとめ(事業の総括) 売店（総合会館地階）の受託運営を行いました。 

事業開始年月日 平成１３年４月１日 

決算額 ２４，８８２，２７３円 

主な財源 事業収入 

 

１．総合会館売店運営事業 

 項目 内容 

１ 総合会館売店運営 ・品揃えや仕入れの見直し等を随時行い、増収増益に努めまし

たが、令和８年３月３１日をもって事業を終了しました。 

年度 
営業日数

（日） 

年間総収入 

（円） 

1日平均 

利用者数

（名） 

1日平均 

売上額

（円） 

令和 7 242 21,171,220 164 87,484 

令和 6 243 20,227,328 156 83,240 
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令和７年９月大雨災害 災害ボランティアセンターの設置運営 

 

 

１．災害ボランティアセンターの概要 

 項目 内容 

１ 災害ボランティアセンターの

設置運営 

 

 

 

 

 

 

 

（災害ボランティアセンター 

本部） 

 

 

 

 

 

 

 

（災害ボランティアセンター 

サテライト開設） 

 

 

 

 

 

 

（ボランティア受付ブース） 

 

 

 

 

 

 

（オリエンテーションブース） 

令和７年９月の大雨により、市から要請を受け、令和７年９

月１７日（水）に災害ボランティアセンターを立ち上げまし

た。同年１０月３１日（金）に活動終了し、その後は社協内ボ

ランティアセンターで相談に応じました。 

本部は、市総合会館４階会議室とし、サテライトは、なやプ

ラザに開設しました。本部では、土日祝日含め９時から１７時

まで開所し、職員３人体制でボランティアの派遣依頼やボラン

ティア活動希望の問い合わせに対応しました。 

 

●主な活動実績 

項目  

主な被災地域 ・常磐（城東、赤堀、西松本、中川原、 

ときわ、芝田、城西） 

・浜田（鵜の森、浜田、新正、西浜田、 

九の城） 

・日永（日永西、泊小柳、追分） 

・共同（諏訪栄） 

・中央（新々町） 

・三重（三重） 

主なニーズ 浸水した家財・畳等の運び出し、畳上げ、

床上・床下浸水宅の消毒、清掃、土砂撤

去、片付け 等 

 

●活動件数 

項目 件数、人数 

ニーズの受付件数 78件 

ニーズ完了件数 78件 

ボランティア活動延べ人数 99名 

ボランティア実人数 67名 
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２．災害等準備金    

 項目 内容 

１ 令和７年９月１２日大雨災害 市内で発生した大雨災害に伴い、災害ボランティアセンター

の設置・運営が行われました。経費のうち、１,４８８,０２７

円が災害等準備金として三重県共同募金会から、 

２，２５６，６２４円が携わった職員の人件費として市から助

成されました。 

項目 金額 

事務所設置費 28,520 円 

事務所設備整備費 39,996 円 

ボランティア研修会・コーディネート経費 41,981 円 

備品・消耗品費 1,169,697円 

光熱水費・電話代 206,833 円 

人件費 2,256,624円 

その他 1,000円 
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